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80回の節目を彩る大輪の花80回の節目を彩る大輪の花
　境港の夏の風物詩「第８０回みなと祭」が７月境港の夏の風物詩「第８０回みなと祭」が７月
２７日（日）に開催されました。２７日（日）に開催されました。
　節目となる今年は、豪華アーティストを迎えた前　節目となる今年は、豪華アーティストを迎えた前
夜祭「YOKAI MUSIC FES 2025」で始まり、約夜祭「YOKAI MUSIC FES 2025」で始まり、約
1,500人の観客がプロの歌声に酔いしれました。1,500人の観客がプロの歌声に酔いしれました。
　みなと祭当日は、夏の太陽の下、縁日やステージ　みなと祭当日は、夏の太陽の下、縁日やステージ
イベントに多くの人が参加。クライマックスとなるイベントに多くの人が参加。クライマックスとなる
花火大会では例年の倍となる2,000発の花火が境花火大会では例年の倍となる2,000発の花火が境
水道を彩り、観客を魅了しました。水道を彩り、観客を魅了しました。
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●消防・防災フェア・健康まつり・・・・・・P４～５●消防・防災フェア・健康まつり・・・・・・P４～５
●エコらいふ通信・土地開発公社決算・・・・P６～７●エコらいふ通信・土地開発公社決算・・・・P６～７
●●地域包括支援センターからのお知らせ　ほか地域包括支援センターからのお知らせ　ほか・P８～９・P８～９
●ピアノコンクール・ウンパくん通信　ほか・P10～11●ピアノコンクール・ウンパくん通信　ほか・P10～11
●お知らせ　ほか・・・・・・・・・・・・・P12～19●お知らせ　ほか・・・・・・・・・・・・・P12～19
●子育てひろば・図書館に行こう　ほか・・・P20～23●子育てひろば・図書館に行こう　ほか・・・P20～23
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道路計画に関する道路計画に関するアンケート調査アンケート調査
　
「
米
子
〜
境
港
」
の
ル
ー
ト
帯
を
検
討
し
て
い
く
上
で
重
視
す
べ
き
項
目
を
把
握
す
る

た
め
、
国
土
交
通
省
に
よ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
米
子
・
境
港
地
域
の
産
業
や
観
光
の
振
興
に
役
立
つ
道
路
と
な
る
よ
う
、
ア
ン
ケ
ー
ト

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

↑郵送されるアンケート用封筒

アンケート
回答フォーム

「みなとーる」の運行台数を増やしました「みなとーる」の運行台数を増やしました
　
運
行
台
数
の
増
車

　
９
月
１
日
（
月
）
か
ら
平
日
の
「
み

な
と
ー
る
」
の
運
行
台
数
を
１
台
増
や

し
ま
し
た
。

　
平
日
午
前
中
の
予
約
が
混
み
合
う
時

間
帯
の
運
行
台
数
を
増
や
す
こ
と
で
、

予
約
が
取
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

　
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
予
約
の
利
便
性
向
上

　
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
の
予
約
が
便
利
に
な
り

ま
し
た
。

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
「
み
な
と
ー
る
」
の
事

前
予
約
を
す
る
際
、
乗
車
予
定
時
刻
が

希
望
ど
お
り
に
な
ら
な
か
っ
た
場
合
に

「
希
望
時
刻
を
10
分
早
め
て
再
検
索
」

の
ボ
タ
ン
を
タ
ッ
チ
す
る
こ
と
で
、
予

約
時
間
の
再
検
索
が
簡
単
に
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
観
光
振
興
課　
交
通
政
策
係

☎
47-

１
０
２
８

中国横断自動車道岡山米子線（米子～境港）

中国横断自動車道岡山米子線は、岡山市から境港市へ至る
高速自動車国道です。米子～境港間が未整備となっています。

【
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
期
間
】　
９
月
30
日
（
火
）
ま
で

【
ア
ン
ケ
ー
ト
の
対
象
と
回
答
方
法
】

◇
境
港
市
・
米
子
市
・
日
吉
津
村
に
お
住
ま
い
の
人
、

　
事
業
所
へ
、
郵
送
で
「
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
票
」
が
届

　
き
ま
す
。

◇
ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
記
入
い
た
だ
き
、
は
が
き
部
分
を

　
切
り
取
っ
て
ご
郵
送
く
だ
さ
い
。

◇
回
答
は
が
き
の
ほ
か
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
か
ら
で
も
ご
回
答
い

　
た
だ
け
ま
す
。

【
オ
ー
プ
ン
ハ
ウ
ス
の
実
施
】

　
中
国
横
断
自
動
車
道
岡
山
米

子
線
（
米
子
〜
境
港
）
に
関
す

る
検
討
内
容
を
、
写
真
や
イ
ラ

ス
ト
な
ど
を
展
示
し
分
か
り
や

す
く
紹
介
す
る
オ
ー
プ
ン
ハ
ウ

ス
を
開
催
し
ま
す
。（
９
月
頃

予
定
）

　
日
時
、
場
所
な
ど
の
詳
細
が

決
ま
り
ま
し
た
ら
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ご協力を
お願いします

↑今回新設されたボタン（イメージ）

▼
問
い
合
わ
せ
先

国
土
交
通
省　

中
国
地
方
整
備
局

倉
吉
河
川
国
道
事
務
所　

調
査
設
計
課

☎
０
８
５
８
‐
26
‐
６
２
２
９
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【
就
労
移
行
支
援
】

　
就
労
を
希
望
す
る
人
に
一
定
期
間
、
生
産
活
動
お
よ

び
そ
の
他
の
活
動
の
機
会
を
提
供
し
、
就
労
に
必
要
な

知
識
や
能
力
の
向
上
の
た
め
の
訓
練
を
行
い
ま
す
。

【
就
労
継
続
支
援
Ａ
型
】

雇
用
契
約
に
基
づ
く
就
労
の
機
会
を
提
供
す
る
と
と

も
に
、
知
識
や
能
力
の
向
上
の
た
め
に
必
要
な
訓
練
を

行
い
、一
般
企
業
で
の
就
労
に
向
け
た
支
援
を
行
い
ま
す
。

【
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
】

す
ぐ
に
一
般
企
業
へ
の
雇
用
に
結
び
つ
か
な
い
人
な

ど
に
、
就
労
や
生
産
活
動
の
機
会
を
提
供
し
、
就
労
に
必

要
な
知
識
や
能
力
の
向
上
の
た
め
の
訓
練
を
行
い
ま
す
。

【
就
労
選
択
支
援
】

　
就
労
先
・
働
き
方
に
つ
い
て
よ
り
良
い
選
択
が
で
き

る
よ
う
、本
人
の
希
望
、就
労
能
力
や
適
性
な
ど
に
合
っ

た
選
択
を
支
援
し
ま
す
。（
令
和
７
年
10
月
１
日
施
行
）

９月は「障がい者雇用支援月間」です９月は「障がい者雇用支援月間」です
障がい者の就労・雇用にはさまざまな制度・サービスがあります障がい者の就労・雇用にはさまざまな制度・サービスがあります

　
障
が
い
者
が
就
労
に
向
け
て
受
け
ら
れ
る
相
談
支
援
制
度
、

ま
た
、
事
業
主
が
障
が
い
者
を
雇
用
し
た
と
き
に
受
け
ら
れ
る

助
成
制
度
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
制
度
や
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま
す
。

　
事
業
主
の
皆
さ
ん
に
は
、
一
人
で
も
多
く
の
障
が
い
者
が
就

職
で
き
る
よ
う
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。　

　
　
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

　
就
労
し
た
い
が
多
少
の
困
難
さ
を
抱
え
て
お
り
、
す

ぐ
に
は
一
般
企
業
で
の
就
労
が
難
し
い
人
が
、
訓
練
の

た
め
に
利
用
で
き
る
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま
す
。

（
所
得
の
状
況
で
利
用
者
負
担
金
が
か
か
る
場
合
が
あ

り
ま
す
）

　
　
　
雇
用
支
援
制
度

　
障
が
い
者
を
雇
用
し
た
事
業
主
に
対
す
る
支
援
制
度
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

他
に
も
各
種
助
成
や
雇
用
後
の
職
場
定
着
に
向
け
た
支
援
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
支
援
制
度
が
あ
り
ま
す
。
詳
細
は
最
寄
り
の
公
共
職
業
安
定
所
（
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
）
ま
た
は
労
働
局
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。
な
お
、
各
種

助
成
金
に
は
一
定
の
支
給
要
件
が
あ
り
ま
す
。

【
ト
ラ
イ
ア
ル
雇
用
助
成
金
（
障
害
者
ト
ラ
イ
ア
ル
コ
ー
ス
）】

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
な
ど
の
紹
介
に
よ
り
、
障
が
い
者
を
一
定
期
間
試
行
的

に
雇
用
す
る
事
業
主
に
対
し
、
助
成
し
ま
す
。

【
ト
ラ
イ
ア
ル
雇
用
助
成
金
（
障
害
者
短
時
間
ト
ラ
イ
ア
ル
コ
ー
ス
）】

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
な
ど
の
紹
介
に
よ
り
、
直
ち
に
週
20
時
間
以
上
の
勤
務

が
難
し
い
精
神
障
が
い
者
、
発
達
障
が
い
者
を
、
週
20
時
間
以
上
の
勤
務

を
目
指
し
て
週
10
時
間
以
上
20
時
間
未
満
の
勤
務
で
一
定
期
間
試
行
的
に

雇
用
す
る
事
業
主
に
対
し
、
助
成
し
ま
す
。

【
特
定
求
職
者
雇
用
開
発
助
成
金
（
特
定
就
職
困
難
者
コ
ー
ス
）】

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
な
ど
の
紹
介
に
よ
り
、
障
が
い
者
を
雇
用
保
険
の
一
般

被
保
険
者
と
し
て
継
続
雇
用
す
る
事
業
主
に
対
し
、
助
成
し
ま
す
。

【
特
定
求
職
者
雇
用
開
発
助
成
金（
発
達
障
害
者・難
治
性
疾
患
患
者
コ
ー
ス
）】

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
な
ど
の
紹
介
に
よ
り
、
発
達
障
が
い
者
ま
た
は
難
治
性

疾
患
患
者
を
雇
用
保
険
の
一
般
被
保
険
者
と
し
て
継
続
雇
用
し
、
雇
用
管

理
に
関
す
る
事
項
を
把
握
・
報
告
す
る
事
業
主
に
対
し
、
助
成
し
ま
す
。

障害者雇用率制度
　従業員を一定数以上雇用する事業主は、全従
業員のうち障がい者が占める割合を「法定雇用
率」以上にすることが義務付けられています。
例えば民間企業の場合、現行の法定雇用率は
2.5％です。この場合、従業員を40人以上雇
用している事業主は、障がい者を１人以上雇用
する必要があります。なお、法定雇用率は令和
８年７月以降、以下のとおり引き上げられます。

　また、障がい者の雇用に特別の配慮をした子
会社を設立し、一定の要件を満たす場合には、
特例としてその子会社に雇用されている労働者
を親会社に雇用されているものとみなして、実
雇用率を算定できる制度があります。（特例子
会社制度）

◇
障
害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
し
ゅ
ー
と

☎
・　
37
‐
２
１
４
０

　
「
就
職
が
な
か
な
か
で
き
な
い
」「
仕
事
が
う
ま
く
い

か
な
い
」「
自
立
し
て
生
活
し
た
い
」
な
ど
の
悩
み
に

つ
い
て
、
仕
事
と
生
活
の
両
面
か
ら
の
相
談
や
支
援
を

行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
事
業
主
に
対
す
る
雇
用
管
理
に
関
す
る
助
言
、

就
職
後
の
職
場
定
着
支
援
を
行
い
ま
す
。

◇
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
さ
か
い
み
な
と

☎
44
‐
２
５
２
０　
　
44
‐
２
５
２
６

◇
相
談
支
援
事
業
所
エ
ポ
ッ
ク
翼

☎
36
‐
２
０
０
５　
　
36
‐
２
０
０
７

　
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
援
助
、
生
活
力

を
高
め
る
た
め
の
支
援
、
専
門
機
関
の
紹
介
な
ど
を
行

い
ま
す
。

◇
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
米
子

☎
33
‐
３
９
１
１　
　
33
‐
３
９
５
９

　
就
労
相
談
、
就
職
活
動
指
導
、
求
職
登
録
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
支
援
を
行
い
ま
す
。

◇
県
立
境
港
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
（
市
役
所
別
館
１
階
）

☎
44
‐
３
３
９
５　
　
36
‐
８
６
０
９

　
職
業
相
談
、
職
業
紹
介
、
就
職
後
の
職
場
定
着
、
継

続
雇
用
な
ど
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

障
が
い
者
の
就
労
支
援

障
が
い
者
の
雇
用
関
連

　
　
　
相
談
窓
口

　
障
が
い
者
の
就
労
に
つ
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
ニ
ー
ズ

や
課
題
に
応
じ
た
相
談
の
で
き
る
窓
口
が
あ
り
ま
す
の

で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

◇
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
な
ど

　
福
祉
課　
福
祉
係　
　
　

  

☎
47-

１
１
２
１

◇
事
業
主
の
助
成
制
度

水
産
商
工
課　
商
工
振
興
係　
☎
47-

１
０
５
６

事業主区分 現行 令和８年７月以降
民間企業 ２．５％ ２．７％

国、地方公共団体など ２．８% ３．０％

FAXFAXFAXFAXFAX

3　令和7年（2025年）９月



１０月６日は、境港市家族防災会議の日です

　平成１２年１０月６日、鳥取県西部地震が発生し、境港市を含む鳥取県西部に甚大な被害をもたらしました。今年
は地震発生から２５年の節目の年になります。本市では、この体験や震災の教訓を決して忘れることがないよう、次
の世代に語り継ぎ、防災について家庭・職場・地域などで話し合ってもらうきっかけとして「１０月６日」を「境港
市家族防災会議の日」と定めています。

大  切な家族を守る「家族防災会議」をしましょう！

□ 普段の防災の役割と災害が起こった時や避難すると
　 きの役割を決めておこう
□ 高齢者や乳幼児などがいる家庭では、誰が誰を支援
　 するか決めておこう
【役割分担の例】
　非常用持出品・備蓄品を管理する、ガス栓を閉める、
　ブレーカーを切る担当　など

①  一人ひとりの役割を決めておこう

④  避難時の連絡方法や避難先を確認しておこう

③  非常用持出品・備蓄品を確認しておこう

②  家の危険箇所を確認しておこう

□ 家族構成を考え、必要なものが揃っているか確認、準
　 備しておこう
□ 保存状態、賞味期限などを点検しておこう
【備蓄の例】
　普段の食料品を少し多く購入し、食べた分だけ買い足
　す（ローリングストック法）

□ 家の内外や周辺に危険箇所がないか定期的に確認、
　 点検しておこう
□ 危険箇所がある場合は、修理や補強を検討しておこう
【安全対策の例】
　家具などの固定、側溝や雨樋の清掃、老朽化したブ
　ロック塀の改修・撤去　など

□ ハザードマップや近くの避難所・避難ルートを確認し
　ておこう
□ 家族が離れ離れになった時の連絡方法や避難場所につ
　いて話し合っておこう
※安全な親戚宅、ホテルなどへの避難も避難の一つ

災  害時の行動を想定してチェックしてみよう！

開催
防災の取り組みや体験などを通じて、子どもから大人まで防災を楽しみ
ながら学ぶことができる「さかいみなと消防・防災フェア」を防災拠点で
もある市民交流センター（みなとテラス）にて開催します。

▼と　き  １０月５日（日）
　　　　　　　　　　午前１０時～午後２時

▼ところ 市民交流センター（みなとテラス）

消防・防災車両展示 防災食や体験型イベント

はしご車・消防車・パトカー
・自衛隊車両などの展示

美保基地カレー・アルファ化米
の試食、VR体験　など

その他のイベントも多数企画

◇むかしの消防車「腕用ポンプ」実演
◇境港のヒーロー・イワシマンと学ぶ
　救命劇場！
◇参加団体ブースでちびっこ制服体験
　・記念撮影
◇能登半島地震でも大活躍、災害救助
　犬に注目！
◇起震車で地震を体験しよう！
◇図書館で防災関連展示

さかいみなと消防・防災フェア
防災を楽しく学ぼう！

▼問い合わせ先　防災危機管理課　防災危機管理室　☎４７ー１０７１

市報さかいみなと　4



境 港 市境 港 市
健康まつり健康まつり

子どものころからの生活習慣が大人になってからの健康につながります♪
大人も子どももまちづくりで高血圧予防に取り組みましょう！！

９月28日（日）
  午前９時～午後０時30分（受付終了：正午）

　　講  演  会

▼テーマ
「今こそ大事！
　知っているようで知らない高血圧・減塩の話」

▼講　師
水田栄之助さん（山陰労災病院　循環器内科部長）

9：00～
講　堂

　　まちづくり（取組紹介）

　　測定会＆相談会

　　親子体験ブース

　　親子で楽しむ運動体験

　　おたのしみ

　　展　示

◇「高血圧ゼロのまち・境港～ニコニコ健康チャレンジ
　協賛施設等」認定証（タペストリー・のぼり旗・ステッ
　カーなど）お披露目
◇協賛施設などの紹介と認定証の贈呈
◇給食施設への
　低塩あかもくうどんの寄贈／山本製麺所

◇血管年齢測定
◇最終糖化物質測定（老化物質を測定します）
◇フレイルチェック
◇骨密度検査＆お薬相談会
◇肥満度チェック！メタボリ先生！
◇さっと！簡単！食事チェック＆相談会
　あなたの食事の栄養バランスを気軽にさっとチェック
できます。

◇健康に関するパネル
◇F＆Y境港　クリニカルアート作品　ほか

　　　午前10時40分～11時30分
「心をつなぐ親子ヨガ」

▼講　師
　　生田亜理沙さん（ベンハーズジム　ヨガ講師）

▼対象年齢
　　１歳～未就学児と保護者

　　　午前11時40分～午後0時30分
「親子でダンスワークショップ♪」
　 ～曲に合わせて一緒に楽しくカラダを動かそう～

▼講　師
　　MISAKIさん（ユミナ24キッズダンススクール　インストラクター）

▼対象年齢
　　概ね4歳～小学生と保護者

２部

◇野菜のカリウムパワーで体の塩分排出
　（野菜蒸しパンの販売／食生活改善推進員会）
◇おいしく！体も喜ぶ♪減塩・低塩食品販売
◇フレイル予防食品販売
◇心も体も元気になる！スイーツなどの販売／バザー

◇展示：からだのしくみとはたらきを知ろう！
◇体験：心臓の音を聞いてみよう！
◇測定：唾液で測定！ストレスチェック
◇おたのしみ釣り☆おたのしみすくいなど

　【申込・問い合わせ先】
健康づくり推進課　☎47－1041　　47－1112
　　　kenko@city.sakaiminato.lg.jp

「高血圧予防クイズラリー」も同時開催
　☆参加者には記念品をレゼント♪

１部

会場会場

保健相談センター

10：00～
講　堂

10：30～
２階

10：30～
健康相談室

10：40～
講　堂

10：30～
１階ロビー

常設

◇1部・2部とも要申込
◇定員：10組　　◇申込期限：９月24日（水）

託児あり

Mail

FAX
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ごみ分別収集カレンダーを折り込んでいます

エコらいふ通信　～豊かな自然を未来につなぐために～

【ごみ分別アプリ「さんあ～る」公開中！】
　詳しくは市ホームページをご覧ください。
　（右のQRコードからアクセスできます）

【問い合わせ先】
　環境・ごみ対策課（清掃センター内）　
　　　　　　　　　☎４２－３８０３　

　ポイ捨てを含むごみの不法投棄は、「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」により、個人の場合で５年以下
の拘禁刑または１０００万円以下の罰金、またはその両方が科せられます。本市においても、市内の公園、道
路上、空き地などに悪質な不法投棄やごみのポイ捨てが後を絶ちません。これらの行為は犯罪になりますので、
絶対にやめましょう。
　また、土地の所有者・管理者の人は、定期的に草刈りの実施や、侵入防止のための柵やロープを設置するな
ど、不法投棄されにくい環境を作りましょう。

９月２０日～２６日は　動物愛護週間 です

　「動物の愛護及び管理に関する法律」では、国民の間で広く動物の愛護と適正な飼養に
ついての理解と関心を深めるため、動物愛護週間を定めています。
　動物は命あるものです。人と動物の調和のとれた共生社会の実現をめざしましょう。

毎年９月、１０月は　鳥取県環境美化促進月間 です

  ごご   みのポイ捨て、不法投棄は犯罪です！

　今月の市報にごみ分別収集カレンダー（令和７年
９月から令和８年９月まで）を折込配布しています。
ごみの収集日や出し方、分別方法などについて記載
していますので、日々のごみ出しにご活用ください。
　また、紛失した場合などは市役所（市民課窓口）
や清掃センター、各地区公民館などで配布しており
ますので、お尋ねください。

※可燃ごみと軟質プラスチック類の収集日は、同じ
　地区内でも収集曜日が異なる場合があるため、ご
　自身で記入していただくように空欄となっていま
　す。普段利用している集積所の収集曜日を各自で
　記入し使用してください。また、集積所の場所や
　収集曜日が分からない場合などは、自治会または
　清掃センターへお問い合わせください。

  飼飼   い主さんへのお願い
◇ 犬や猫が迷子になって保護された際に、いち早く飼い主に連絡を取ることができるように、首輪に、飼
    い主の住所・連絡先などが分かる名札などをつけておきましょう。
◇ 土地または建物の入り口付近に、県条例で定められている犬を飼育している旨の標識（犬シール）を掲
    示しましょう。
◇「狂犬病予防法」により犬の鑑札と注射済票を飼い犬に装着することが義務付けられています。
◇ 散歩や運動時の飼い犬のふんは必ず持ち帰りましょう。道路際などに犬のふんが放置されているという
　 苦情が、市に多く寄せられています。飼い主さんが責任をもって持ち帰り、処分するようにお願いします。
　 なお、飼い犬のふんの放置も上記のごみの不法投棄にあたります。

に

類の収集日は 同じ

市報さかいみなと　6



境港市土地開発公社の決算公表

借　　　方 貸　　　方
【資産の部】
1. 流動資産
①現金および預金  27,407,123
②未収金                        0 
③公有用地           27,354,773
④代行用地           27,005,809 
⑤完成土地        2,340,156,222 
　流動資産合計 2,421,923,927

2. 固定資産
①有形固定資産       395,377
　ア建　物                    0
　イ車両運搬具         395,377
　ウ器具備品                    0
②投資その他の資産
                         921,969,085
　ア賃貸事業の用に供する土地
                         921,969,085
　固定資産合計    922,364,462

【負債の部】
1. 流動負債  
①短期借入金                0
②未払金                          0
③前受金                   25,000
　流動負債合計          25,000

2. 固定負債
①長期借入金     2,690,000,000
②預り保証金        81,950,000
③長期未払金                0
　固定負債合計 2,771,950,000
負債合計          2,771,975,000

【資本の部】  
1. 資本金
①基本財産             3,000,000
　資本金合計          3,000,000

2. 準備金
①前期繰越準備金 538,876,205
②当期純利益        30,437,184
　準備金合計       569,313,389
資本合計             572,313,389

資産合計         3,344,288,389 負債資本合計    3,344,288,389

（単位：円）
貸　借　対　照　表
（令和7年３月３１日現在）

1. 事業収益
①公有地取得事業収益
②土地造成事業収益
③附帯等事業収益

2. 事業原価
①公有地取得事業原価
②土地造成事業原価
③附帯等事業原価

　　　　　　　　事業粗利益

3. 販売費および一般管理費
①販売費および一般管理費

　　　　　　　　事業利益

4. 事業外収益
①受取利息

5. 事業外費用
①支払利息

　　　　　　　　経常利益

6. 特別損失
①固定資産除去損

　　　　　　　　当期純利益

0
52,360,464
  4,783,689

0
24,468,755
            0

  2,254,454

         26,451

            0

         10,211

 57,144,153

 24,468,755

32,675,398

  2,254,454

30,420,944

 26,451

             0

30,447,395

      10,211

 30,437,184

損　益　計　算　書
（令和6年４月１日～令和7年３月３１日）

（単位：円）

【公有用地】公有地取得事業に係る土地で、土地開発公社が
　　　　　 市に代わり先行取得した土地
【代行用地】公有地取得事業に係る土地で、土地開発公社が
　　　　　 市に所有権を取得させた土地
【完成土地】土地造成事業に係る土地で、販売可能な状態に
　　　　　 ある土地

【公有地取得事業収益】公有用地、代行用地の売却で得た収入
【土地造成事業収益】土地造成事業用地の売却、事業借地で得た収入
【附帯等事業収益】土地の一時貸し付けで得た収入
【事業原価】売却した土地に対応する取得費等の原価
【販売費および一般管理費】公社の事務局に要した経費
【当期純利益】当該年度における最終的な利益

　令和６年度は、用地の処分として、定期借地契約および土地賃貸借契約（住宅地貸付制度）の締結により夕日ヶ丘用地
２区画を処分しました。
　財政面では、用地の処分や事業用借地料の土地造成事業収益などにより、市からの借入金を８千万円減額し、年度末残
高が２６億９千万円となりました。

２．決　算
　令和６年度決算に関する財務諸表は以下のとおりです。

１．事業概況　

【損益計算書】
　公社保有地の売却益、賃貸収入などから事務局経費を差し引いた事業利益に事業
外収益を加えた純利益は約３，０４４万円となりました。純利益は、繰越準備金（前
年度までの利益の積立金）に積み立てる処理をしています。

【貸借対照表】
　土地開発公社は年度末で約２３．４億円（夕日ヶ丘用地は約１７．８億円、全体の
約７６％）の販売できる土地を保有し、市からの借入金で賄っています。

【問い合わせ先】土地開発公社　☎４７－１０６６

用語の説明
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【申込・問い合わせ先】 長寿社会課　地域包括支援センター　☎４７－１１３１

市報さかいみなと　8



市の行政
サービス

とっとり安心
ファミリーシップ制度

　本市は、「一人一人の人権を尊重し、多様性を認め
合いながら、笑顔あふれる日本一住みたいまち」をめ
ざすため、令和４年７月１日、山陰両県で初めて「境
港市パートナーシップ宣誓制度」の運用を開始しまし
た。
　この制度は、一方または双方が性的マイノリティ（性
的少数者）であるお二人が、お互いを人生のパート
ナーとして、日常生活において協力し合う関係である
ことを宣誓した場合に、本市が宣誓受領証や受領カー
ドを交付し、公的に証明するものです。法律上の婚姻
とは異なり、法的な効力はありませんが、婚姻の届出
ができないなどの悩みや生きづらさを抱えているお二
人が、自分らしくいきいきと暮らしていただくことを
応援するものです。

　また、この制度により、利用できるようになる行政
サービスがいろいろとあります。
　鳥取県でも、「とっとり安心ファミリーシップ制度」
を導入しています。これは、左記下線部で示した関係
またはその子や親と一緒に家族として協力し合う関係
にある旨を届け出て、県が受理したことを証明する制
度です。市町村などと連携しながらサービスを提供し
ます。
　当事者に限らず、誰もが「性の多様性」について理
解を深め、偏見や差別の解消に取り組むことは、性に
かかわりなく、誰もが共同参画できる社会を実現する
ことにつながります。

誰もが自分らしく
いきいきと暮らせるまちをめざして

【問い合わせ先】
　総合政策課　人権政策室
　☎４７－１１０２

　災害と人権について考えよう
 ～いざというときのために心の備えも大切です～

みんなで拓く
人権文化 265

「パートナーシップ宣誓制度」導入３年目！
～多様な性（LGBTQなど）についての理解を深めましょう～

 ◇ 女性だからということで、炊き出しの仕事を割り当てられたり、食事の用意や後片付けに追われ
　  たりするなど、固定的性別役割分担の実態がある。
 ◇ 被災したために転校を余儀なくされた子どもが、心ない嫌がらせやいじめを受けた事実がある。
 ◇ 持病を抱えた人、高齢者、妊婦、乳幼児など、それぞれに配慮した食料や日用生活品、必要用具
     の確保が十分でない。
 ◇ 視覚・聴覚に障がいがある人、日本語の理解が困難な人などへの情報伝達の多様化が十分でない。

　日本は、地震、台風、洪水など、自然災害が多発する国です。さまざまな自然災害により、多くのかけがえのな
い命が犠牲となったり、家屋などの財産や幸せな日常が奪われたりすることもあります。これまでの生活が一変し
避難所生活を強いられ、被害の状況によっては避難所生活が長期化する場合もあります。
　このように被災し、つらい思いをされている人々に対し、風評被害に基づく偏見、差別や嫌がらせが起きていま
す。また、東日本大震災や熊本地震の事例報告から、以下のような人権問題が表面化していたことがわかります。

　自らが被災者になると、自分のことで精いっぱいになり、他人を思いやる余裕はなくなってしまいます。避難行
動要支援者や避難所生活で特別な配慮が必要な人の把握は、近隣住民の協力がなければできません。普段から近隣
住民とのつながりを大切にし、他人のことも自分ごととして考え、自分には何ができるのかを想定しておくことが
重要です。避難時の防災グッズの備蓄とともに、周りの人への思いやりをもって生活をしましょう。

9　令和7年（2025年）９月



　

明
治
時
代
、
小
泉
八
雲
は
地
球
半
周
以
上
を
旅
し
て
こ
の
圏
域
に
赴
任

し
ま
し
た
。
八
雲
は
異
国
の
地
に
お
い
て
も
、
人
々
や
文
化
に
公
平
で
愛

の
あ
る
ま
な
ざ
し
（
オ
ー
プ
ン
マ
イ
ン
ド
）
を
も
っ
て
接
し
、
圏
域
各
地

の
伝
承
や
怪
談
な
ど
を
聞
き
集
め
、
美
し
い
自
然
や
風
習
を
絶
賛
し
て
、

世
界
に
紹
介
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
日
本
の
将
来
に
と
っ
て
、
も
っ
と
も
大
切
な
こ
と
は
「
自
然

と
の
共
生
を
忘
れ
な
い
こ
と
、
物
の
豊
か
さ
を
求
め
す
ぎ
ず
、
シ
ン
プ
ル

な
生
き
方
を
続
け
る
こ
と
だ
」
と
説
き
ま
し
た
。

　

先
人
か
ら
受
け
継
い
だ
地
域
の
資
源
を
大
切
に
し
な
が
ら
グ
ロ
ー
バ
ル

に
考
え
る
。
八
雲
の
ま
な
ざ
し
で
圏
域
を
歩
い
て
み
る
と
、
持
続
可
能
な

未
来
を
作
っ
て
い
く
ヒ
ン
ト
が
見
つ
か
り
そ
う
で
す
。

　
７
月
21
日
（
月
・
祝
）、
文
化
ホ
ー

ル
で
境
港
市
ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル
が
開

催
さ
れ
、
96
人
の
出
場
者
が
日
ご
ろ
の

練
習
の
成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。

　
審
査
結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

《
高
校
生
部
門
》

◇
優
秀
賞

善
浪　
天あ

み美　
　
（
中
野
町
）

《
中
学
生
部
門
》

◇
最
優
秀
賞

　
松
田　
和か
ず
ま篤　

　
（
夕
日
ヶ
丘
）

◇
優
秀
賞

　
永
吉　
佑ゆ
う
り梨　

　
（
米
川
町
）

　
小
川　
良り
ょ
う
ま真　

　
（
松
江
市
）

◇
奨
励
賞

　
品
川　
千ち
ひ
ろ尋　

　
（
上
道
町
）

　
高
松　
亮り
ょ
う
す
け輔　　

（
上
道
町
）

　
佐
々
木　
稔じ
ん　

　
（
高
松
町
）

　
足
立　
心み

ゆ優　
　
（
幸
神
町
）

《
小
学
生
部
門
》

（
１
・
２
年
生
）

◇
優
秀
賞

　
金
田　
萌も

も

の
々
乃　
（
蓮
池
町
）

　
佐
々
木　
蓮れ
ん
か加　

（
福
定
町
）

　
倉
田　
菜な

な愛　
　
（
芝
町
）

◇
奨
励
賞

　
川
尻　
春は
る
み海　

　
（
上
道
町
）

　
松
本　
栞か
ん
な波　

　
（
外
江
町
）

　
花
本　
紗さ

わ和　
　
（
馬
場
崎
町
）

　
梶
谷　
杏あ

み実　
　
（
中
野
町
）

　
面
谷　
紺こ
ん　

　
　
（
東
本
町
）

　
濱
板　
夏な
つ
な凪　

　
（
上
道
町
）

　
前
田　
航こ
う
き輝　

　
（
栄
町
）

　
嶋
田　
充み
つ
き希　

　
（
小
篠
津
町
）

（
３
・
４
年
生
）

◇
最
優
秀
賞

　
難
波　
希の
ぞ
み　

　
　
（
元
町
）

　
安
田　
陽ひ
ま
り葵　

　
（
三
軒
屋
町
）

　
喜
多
村　
麻ま

お央　
（
蓮
池
町
）

◇
優
秀
賞

　
岩
田　
芽め

い

こ
生
子　
（
花
町
）

◇
奨
励
賞

　
美
甘　
紘ひ
ろ
と杜　

　
（
上
道
町
）

　
眞
木　
那な

な

の
奈
乃　
（
竹
内
町
）

　
藤
井　
咲さ

き希　
　
（
大
正
町
）

　
森
山　
晴は
る
と斗　

　
（
中
野
町
）

（
５
・
６
年
生
）

◇
最
優
秀
賞

　
嶋
田　
桃も
も
こ子　

　
（
小
篠
津
町
）

　
難
波　
理り

さ

こ
紗
子　
（
元
町
）

◇
優
秀
賞

　
遠
藤　
凛り
ん
こ子　

　
（
馬
場
崎
町
）

◇
奨
励
賞

　
北
野　
亮り
ょ
う
す
け介　　

（
朝
日
町
）

　
森
山　
心こ
は
る晴　

　
（
中
野
町
）

第34回

境港市
ピアノコンクール

ウ ン パ く ん 通 信
（中海・宍道湖・大山圏域市長会からのお知らせ）

小泉八雲ゆかりの地　大山と弓ヶ浜半島小泉八雲ゆかりの地　大山と弓ヶ浜半島

YouTube
「小泉八雲と怪談」

小
泉
八
雲
の
オ
ー
プ
ン
マ
イ
ン
ド
、

持
続
可
能
な
圏
域
の
未
来
を
目
指
し
て

〜
連
続
テ
レ
ビ
小
説
「
ば
け
ば
け
」
今
秋
放
送
開
始
に
寄
せ
て
〜～小泉八雲とセツのゆかりの地～

「山陰＆静岡 いいとこシェアリング」

市報さかいみなと　10



「見逃さないで　こころのSOS」

水木しげるはたくさんの妖怪を描きましたが、妖怪のことを「昔の
人が残した遺産」というふうに表現しています。暗い夜道や物陰に「何
かいる」と感じた昔の人たちの感性を伝えるために、水木しげるは妖
怪画を描き続けたのでしょう。
　水木しげる記念館では、水木しげるの描いた妖怪たちを紹介してい
ます。なかでも人気の展示スポットは「妖怪洞窟」。薄暗い洞窟の中に、
43体もの妖怪たちが潜んでいます。　
　洞窟のなかは音や光の演出で臨場感たっぷりで、まるで妖怪が本当
にそこにいるよう。水木しげる記念館で、妖怪たちに会いにきてくだ
さいね。

水木しげる記念館　☎42－ 2171

情報あらかると

　日本では、自殺対策基本法に基づき、毎年９月10日から９月
16日までを「自殺予防週間」と定めています。国内の自死者数は
減少傾向にあるものの、いまだ約２万人を超えており、特に若者の
自死率は高止まりしています。
　長期休み明けで、疲れが出やすく、こころの不調を感じやすいの
がこの時期です。悩んでいる人は、眠れていない、食欲がないなど、
なんらかのサインを出しています。
　家族、友人、同僚など、身近な人の「こころの状態」へ関心をも
ち、普段と様子が違うな…？と感じたら、声をかけ、話を聞き、温
かく見守り、相談窓口へつなげてください。
【相談先】
～子どもたちのSOSに気づいたら～
■２４時間　子供SOSダイヤル　
　☎0120 ‒ 0 ‒ 78310（なやみいおう）

～その他の相談窓口一覧はこちら～
■市ホームページ
　「こころの相談窓口」

※どこに相談したらよいかわからない時は、
　健康づくり推進課　保健師へご相談ください。

保健師の
  ちょっと一言

▼問い合わせ先
　健康づくり推進課
　　☎４７－１０４３

保健師の
  ちょっと一言

境港警察署からのお知らせ境港警察署からのお知らせ
境港警察署　☎44－0110

ベトナムの夏の過ごし方

多　文　化　共　生多　文　化　共　生  vol.45

水産商工課　経済交流係　☎47－ 1029

　ベトナムの夏は高温多湿で、４０度を超える日も多いです。日中は
蒸し暑く、日差しが強いので、早朝から活動を始めるのが一般的です。
ベトナムでは、公園や広場に集まって集団で運動する習慣があり、地
元の女性が朝早くから大勢で公園に集まって大音量の音楽でエアロビ
クスを踊りながら、「はい！」　「ほっ！」といったかけ声をあげてい
る光景をよく見かけます。
　ベトナムでは、朝早く（５時ごろ）から市場やお店が開いているの
で、運動が終わってから、お店に朝食を食べに行く人も多くいます。
　また、夏の夜は、仕事や勉強などを終えた後、店の軒先の路上にプ
ラスチックのテーブルと椅子を並べたカフェなどで過ごすことも多
く、ベトナムの夏の定番ドリンクであるレモンティーや金柑ティーな
どを飲み、ヒマワリの種をかじりながらおしゃべりに興じています。

　７月を境にして、少しずつ日没時刻が早まっています。
　過去10年間の人対車両事故について分析した結果、夜間の
死亡事故発生割合は９月が年間を通じて最も高い割合となって
います。日没時刻の30分前に前照灯を点灯させ、薄暮時から
夜間の交通事故防止に努めましょう。

ロービームは前方約40ｍ先まで、ハイビームは前方約100ｍ
先まで照らすことから、ハイビームを効果的に活用することで
歩行者などを遠くから発見することができ、早期の事故回避措
置が可能となります。
　ただし、ハイビームは他の車両などを眩惑させるおそれがあ
ります。対向車との行違い時や他の車の直後の走行時、交通量
が多い市街地の走行時はロービームに切り替えてください。

歩行者事故防止キャンペーン実施中！

夜に店の軒先の路上で過ごす夜に店の軒先の路上で過ごす

ⓒⓒ水木プロ水木プロ妖怪洞窟妖怪洞窟

前 照 灯 を 早 め に 点 灯 し ま し ょ う

ハイビームを効果的に活用しましょう

う）

11　令和7年（2025年）９月



マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

【
日
曜
交
付
窓
口
】
※
予
約
不
要

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
・

申
請
補
助
（
顔
写
真
撮
影
無
料
）、

電
子
証
明
書
の
更
新
、
暗
証
番
号
の

再
設
定
、
保
険
証
利
用
・
公
金
受
取

口
座
の
登
録

▼
と　

き　

９
月
14
日
（
日
）

　

午
前
９
時
〜
正
午

※
混
雑
が
予
想
さ
れ
る
の
で
、
余
裕

　

を
も
っ
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
平
日
時
間
外
窓
口
】
※
要
予
約

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
、

電
子
証
明
書
の
更
新
、
暗
証
番
号
の

再
設
定

▼
と　

き　

水
曜
日
を
除
く
平
日

　

午
後
５
時
15
分
〜
７
時

▼
と
こ
ろ　

市
民
課
窓
口

▼
必
要
書
類

◇
個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
・
電
子
証

　

明
書
発
行
通
知
書
兼
照
会
書

◇
通
知
カ
ー
ド
（
お
持
ち
の
人
）

◇
本
人
確
認
書
類（
運
転
免
許
証
な
ど
）

▼
問
い
合
わ
せ
先　

市
民
課　

市
民
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
３
３

９
月
市
議
会
の
開
催

　

９
月
２
日
（
火
）
か
ら
、
９
月
定

例
市
議
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日　

程

※
日
程
は
変
更
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

▼
本
会
議
の
放
送

　

中
海
テ
レ
ビ
放
送
で
放
映
し
て
い

ま
す
。
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
（
エ
ン

ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
）、
各
公
民
館
で

も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

◇
生
放
送

　

午
前
10
時
か
ら
議
会
終
了
ま
で

◇
録
画
放
送

　

当
日
の
午
後
７
時
〜
翌
午
前
２
時

　

の
間
、
繰
り
返
し
放
送
し
ま
す
。

※
放
送
時
間
は
変
更
に
な
る
こ
と
が

　

あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◇
放
送
チ
ャ
ン
ネ
ル

　

３
３
５
チ
ャ
ン
ネ
ル

▼
境
港
市
議
会
公
式
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ

　

チ
ャ
ン
ネ
ル

　

本
会
議
の
様
子
を
後
日
動
画
で
公

開
し
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

議
会
事
務
局　

議
事
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
９
８

第
４
弾
さ
か
い
み
な
と

応
援
券
の
受
け
取
り

　

市
内
取
扱
店
舗
で
の
買
物
や
食
事

な
ど
の
際
に
利
用
で
き
る
「
第
４
弾　

さ
か
い
み
な
と
応
援
券
」
を
、
５
月

末
か
ら
６
月
下
旬
に
か
け
て
各
世
帯

へ
お
送
り
し
ま
し
た
。

　

利
用
期
限
は
10
月
末
で
す
の
で
、

不
在
な
ど
で
応
援
券
を
受
け
取
ら
れ

て
い
な
い
人
は
、
水
産
商
工
課
で
受

け
取
り
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
ご
利
用
い
た
だ
け
る
店
舗

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
で
き

ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

水
産
商
工
課　

商
工
振
興
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
５
６

安
定
ヨ
ウ
素
剤
の
事
前
配
布

　

米
子
保
健
所
で
は
、
万
が
一
の
原

子
力
災
害
時
に
状
況
に
応
じ
て
服
用

が
必
要
と
な
る
安
定
ヨ
ウ
素
剤
の
事

前
配
布
を
通
年
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

事
前
配
布
説
明
会
な
ど
に
お
越
し

い
た
だ
け
な
い
人
に
つ
い
て
は
、
郵

送
で
の
配
布
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

▼
安
定
ヨ
ウ
素
剤
と
は

　

放
射
性
ヨ
ウ
素
に
よ
る
内
部
被
ば

く
を
抑
え
る
効
果
が
あ
る
お
薬
で
す
。

　

原
子
力
災
害
時
に
国
な
ど
の
指
示

に
よ
り
服
用
し
ま
す
。

▼
対
象
者

服
用
を
優
先
す
べ
き
人
は
、
妊
婦
、

授
乳
婦
お
よ
び
乳
幼
児
を
含
む
未
成
年

者
で
す
が
、
こ
れ
ら
に
該
当
し
て
い
な

く
て
も
希
望
者
に
は
お
配
り
し
ま
す
。

▼
申
込
方
法

　

鳥
取
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
安
定
ヨ

ウ
素
剤
に
つ
い
て
の
動
画
を
視
聴
し

て
い
た
だ
き
、
内
容
を
確
認
・
理
解

し
た
人
は
、
と
っ
と
り
電
子
申
請

サ
ー
ビ
ス
か
ら
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

そ
の
他
の
申
込
方
法
を
希
望
さ
れ

る
場
合
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

鳥
取
県
福
祉
保
健
部　

　

健
康
医
療
局　

医
療
・
保
険
課

　
　

☎
０
８
５
７
‐
26
‐
７
６
３
６

iryou-hoken@
pref.tottori.lg.jp

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ 

informationinformation

有　

料　

広　

告

９月２日（火） 本会議　◇市政概要報告
　　　　　◇議案上程　ほか

４日（木）
～９日（火）

常任委員会
※６日（土）～８日（月）の

開催はありません。
１６日（火）
～１８日（木） 本会議　◇一般質問

１９日（金） 常任委員会
２２日（月） 特別委員会
２５日（木）本会議　◇各委員長報告　ほか

YouTube
市ホーム
ページ

県ホーム
ページ

Mail
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informationinformation

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
予
防
接
種
費
用
助
成（
高
齢
者
）

　

対
象
者
に
、
今
月
中
旬
以
降
に
予

診
票
を
お
送
り
し
ま
す
。
希
望
者
は

医
療
機
関
に
直
接
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。（
要
予
約
）

▼
と　

き

10
月
１
日
（
水
）
〜

　

来
年
１
月
31
日
（
土
）

▼
対　

象

①
昭
和
35
年
12
月
31
日
ま
で
に
生
ま

　

れ
た
満
65
歳
以
上
の
人

②
60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
、
心
臓
・

　

腎
臓
・
呼
吸
器
機
能
障
害
ま
た
は

　

ヒ
ト
免
疫
不
全
に
よ
る
免
疫
不
全

　

障
害
の
障
害
者
手
帳
１
級
の
人

▼
助
成
回
数　

１
回
分

▼
自
己
負
担
額

◇
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

・
課
税
世
帯　

１
２
０
０
円

・
非
課
税
世
帯
お
よ
び
生
活
保
護
受

　

給
世
帯　

無
料

◇
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

・
課
税
世
帯　

４
５
０
０
円

・
非
課
税
世
帯　

１
６
０
０
円

・
生
活
保
護
受
給
世
帯　

無
料

▼
注
意
点

　

そ
れ
ぞ
れ
別
の
封
筒
で
送
付
す
る

た
め
、
１
人
あ
た
り
２
通
ご
案
内
が

届
き
ま
す
。（
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は

水
色
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
白

色
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

健
康
づ
く
り
推
進
課　

健
診
推
進
室

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
４
１

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
費
用
助
成

（
乳
幼
児
・
妊
産
婦
・
重
度
障
が
い
者
）

　

対
象
者
に
、
今
月
中
旬
以
降
に
接

種
券
を
お
送
り
し
ま
す
。
希
望
者
は

医
療
機
関
に
直
接
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。（
要
予
約
）

▼
と　

き

10
月
１
日
（
水
）
〜

　

来
年
１
月
31
日
（
土
）

▼
対　

象

◇
乳
幼
児　

平
成
31
年
４
月
２
日
か

　

ら
今
年
６
月
30
日
ま
で
に
生
ま
れ

　

た
満
６
カ
月
以
上
で
就
学
前
の
人

◇
妊
産
婦

◇
重
度
障
が
い
者

　

就
学
後
〜
60
歳
未
満
で
、
心
臓
・

　

腎
臓
・
呼
吸
器
機
能
障
害
ま
た
は

　

ヒ
ト
免
疫
不
全
に
よ
る
免
疫
不
全

　

障
害
の
障
害
者
手
帳
１
級
の
人

▼
助
成
回
数　

１
回
分

▼
助
成
限
度
額

　

１
人　

２
０
０
０
円

▼
問
い
合
わ
せ
先

健
康
づ
く
り
推
進
課　

健
診
推
進
室

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
４
１

境
港
市
二
十
歳
の
集
い
の
案
内
状

　

令
和
7
年
11
月
１
日
時
点
で
市
内

に
住
民
登
録
が
あ
る
人
ま
た
は
令
和

6
年
３
月
１
日
時
点
で
市
内
に
住
民

登
録
が
あ
っ
た
人
に
は
、
11
月
下
旬

に
案
内
状
を
郵
送
し
ま
す
。

※
該
当
し
な
い
人
で
参
加
希
望
の
人

　

は
、
12
月
1
日
（
月
）
ま
で
に
ご

　

連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
対　

象

平
成
17
年
４
月
２
日
〜

　

平
成
18
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
人

▼
と　

き

　

来
年
１
月
11
日
（
日
）

◇
受
付　
午
後
０
時
30
分
〜
１
時
15
分

◇
開
式　

午
後
１
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課　

生
涯
学
習
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
９
１

　
　syougaigakusyu@city.sakaiminato.lg.jp

農
業
委
員
会
情
報

【
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施
】

　

毎
年
秋
に
農
地
の
状
況
を
調
べ
る

「
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
」
を
実
施
し
て

お
り
、
農
業
委
員
が
担
当
地
区
ご
と

に
調
査
し
ま
す
。

▼
主
な
目
的

①
農
地
利
用
の
確
認

②
遊
休
農
地
の
実
態
把
握

③
違
反
転
用
の
発
生
防
止
・
早
期
発
見

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

農
業
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
５
３

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
・

金
婚
記
念
祝
賀
式
典

▼
対　

象

　

市
内
在
住
で
、
次
の
期
間
内
に
結

婚
ま
た
は
同
居
さ
れ
た
夫
婦

◇
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚

　

昭
和
40
年
１
月
１
日
〜
12
月
31
日

　
（
今
年
中
に
婚
姻
60
周
年
）

◇
金　

婚

　

昭
和
50
年
１
月
１
日
〜
12
月
31
日

　
（
今
年
中
に
婚
姻
50
周
年
）

※
右
記
以
前
に
結
婚
（
同
居
）
さ
れ
、

　

こ
れ
ま
で
慶
祝
を
受
け
て
い
な
い

　

夫
婦
も
対
象
に
な
り
ま
す
。

▼
と　

き

11
月
３
日
（
月
・
祝
）

▼
と
こ
ろ　

文
化
ホ
ー
ル

▼
申
込
方
法

　

長
寿
社
会
課
窓
口
ま
た
は
各
地
区

民
生
委
員
に
申
し
込
み
。

▼
申
込
期
限　

９
月
18
日
（
木
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

長
寿
社
会
課　

高
齢
者
福
祉
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
３
９

ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
を

ご
活
用
く
だ
さ
い

「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
は
、
日
本
年

金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ト
ッ
プ
画
面

か
ら
ア
ク
セ
ス
で
き
、
ご
自
宅
で
24
時

間
い
つ
で
も
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ホ
か
ら

利
用
で
き
ま
す
。

▼
ス
マ
ホ
で
完
結

　

お
勤
め
先
を
退
職
し
た
と
き
や
保

険
料
を
納
め
る
と
き
に
オ
ン
ラ
イ
ン

で
手
続
き
が
で
き
ま
す
。

◇
国
民
年
金
の
加
入
手
続
き

◇
保
険
料
の
納
付

◇
保
険
料
の
免
除
、
納
付
猶
予
、
学

　

生
納
付
特
例
の
手
続
き

◇
保
険
料
の
口
座
振
替
手
続
き
（
口
座
振

　

替
を
利
用
す
る
と
割
引
も
あ
り
ま
す
）

▼
通
知
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
受
領

ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
対
応
の
通
知
書
デ
ー

タ
の
受
け
取
り
や
オ
ン
ラ
イ
ン
で
通

知
書
の
内
容
確
認
が
で
き
ま
す
。

◇
通
知
書
の
電
子
デ
ー
タ
送
付

・
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）

　

控
除
証
明
書

・
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票

◇
通
知
書
（
電
子
版
）
の
確
認

・
ね
ん
き
ん
定
期
便
な
ど

▼
問
い
合
わ
せ
先

◇
日
本
年
金
機
構　

米
子
年
金
事
務
所

　
　
　
　
　
　
　

☎
34
‐
６
１
１
１

◇
市
民
課　

保
険
年
金
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
３
５

日本年金機構
ホームページ

Mail

13　令和7年（2025年）９月
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入

札

結

果

※
予
定
価
格
が
１
千
万
円
以
上
の
入

　

札
に
つ
い
て
公
表
し
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

管
理
課　

維
持
管
理
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
７
３

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

　
（
一
財
）
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が

宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業
と
し

て
実
施
し
て
い
る
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

助
成
事
業
」
を
活
用
し
て
、
備
品
な

ど
を
整
備
し
、
地
域
の
活
動
に
役
立

て
て
い
ま
す
。

【
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
】

上
道
町
８
区
自
治
会
が
コ
ー
ド

リ
ー
ル
や
ス
タ
ン
ド
ラ
イ
ト
、
の
ぼ

り
旗
な
ど
の
備
品
を
整
備
し
ま
し
た
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

総
合
政
策
課　

自
治
振
興
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
２
３

【
自
主
防
災
活
動
】

幸
神
町
自
治
会
が
折
り
畳
み
リ
ヤ

カ
ー
、
テ
ン
ト
、
車
い
す
な
ど
の
防

災
用
資
機
材
を
整
備
し
ま
し
た
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

防
災
危
機
管
理
課　

防
災
危
機
管
理
室

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
１
２
４

住
宅
火
災
か
ら
い
の
ち

を
守
る
た
め
の
対
策

　

住
宅
火
災
で
は
多
数
の
死
者
が
出

て
い
ま
す
。
防
火
対
策
と
し
て
、
次

の
４
つ
を
習
慣
に
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
４
つ
の
習
慣

①
寝
た
ば
こ
は
絶
対
に
し
な
い
、
さ

　

せ
な
い
。

②
ス
ト
ー
ブ
の
周
り
に
燃
え
や
す
い

　

も
の
を
置
か
な
い
。

③
こ
ん
ろ
を
使
う
と
き
は
火
の
そ
ば

　

を
離
れ
な
い
。

④
コ
ン
セ
ン
ト
は
ほ
こ
り
を
清
掃
し
、

　

不
必
要
な
プ
ラ
グ
は
抜
く
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

鳥
取
県
西
部
広
域
行
政
管
理
組
合

消
防
局　

予
防
課

　
　
　
　
　
　
　

☎
35
‐
１
９
５
４

国
勢
調
査
に
ご
協
力
を

　

国
勢
調
査
は
５
年
ご
と
に
行
わ
れ

て
お
り
、
今
年
10
月
１
日
を
基
準
日

と
し
て
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

９
月
上
旬
か
ら
、
調
査
員
が
地
域

を
巡
回
し
ま
す
。

　

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か

ら
回
答
可
能
な
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回

答
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
今
回
の
市
報
の
折
り

込
み
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課　

行
政
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
０
７

手
話
言
語
の
国
際
デ
ー

　

毎
年
９
月
23
日
は
「
手
話
言
語
の

国
際
デ
ー
」
で
す
。

　
「
手
話
言
語
の
国
際
デ
ー
」
は

２
０
１
７
年
に
国
連
総
会
で
決
議
さ

れ
ま
し
た
。
決
議
文
で
は
、
手
話
言

語
が
音
声
言
語
と
対
等
で
あ
る
こ
と

を
認
め
、
ろ
う
者
の
人
権
が
完
全
に

保
障
さ
れ
る
よ
う
国
連
加
盟
国
が
社

会
全
体
で
手
話
言
語
に
つ
い
て
の
意

識
を
高
め
る
手
段
を
講
じ
る
こ
と
を

促
進
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

９
月
23
日
（
火
・
祝
）
に
「
手
話

は
言
語
で
あ
る
」
こ
と
へ
の
認
知
を

広
め
て
い
く
た
め
全
国
各
地
で
啓
発

活
動
が
行
わ
れ
る
に
あ
た
り
、
市
で

も
、
趣
旨
に
賛
同
し
、
ブ
ル
ー
ラ
イ

ト
ア
ッ
プ
を
行
い
ま
す
。

※
青
色
は
世
界
ろ
う
連
盟
な
ど
の
シ

　

ン
ボ
ル
カ
ラ
ー
で
す
。

▼
と　

き

　

９
月
23
日
（
火
・
祝
）

　

午
後
７
時
〜
10
時

▼
と
こ
ろ　

水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド
内

　
「
河
童
の
泉
」

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
課　

福
祉
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
１
２
１

「
ほ
っ
と
は
あ
と
」福
祉
イ
ベ
ン
ト

　

障
が
い
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
あ

た
た
か
い
「
は
あ
と
」
で
、
み
ん
な

で
一
緒
に
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
を
図

書
館
や
市
内
の
福
祉
事
業
所
な
ど
と

共
同
で
開
催
し
ま
す
。

▼
内　

容　

ア
ー
ト
作
品
展
示
、
絵

本
の
読
み
聞
か
せ
、
ス
テ
ー
ジ
発
表
、

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体
験
、
飲
食
ブ
ー

ス　

な
ど

▼
と　

き　

９
月
27
日
（
土
）

　

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
４
時

▼
と
こ
ろ

　

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
、
図
書
館

▼
問
い
合
わ
せ
先

福
祉
課　

福
祉
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
１
２
１

ま
つ
ば
会
家
族
交
流
サ
ロ
ン

「

一

休

さ

ん

」

　

心
の
不
調
を
感
じ
て
い
る
人
の
家

族
や
、
生
活
を
と
も
に
し
て
い
る
人

が
、
癒
し
の
音
楽
と
と
も
に
、
コ
ー

ヒ
ー
な
ど
を
飲
み
な
が
ら
自
由
に
過

ご
せ
る
場
所
で
す
。
※
途
中
退
出
可

▼
と　

き　

９
月
21
日
（
日
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

▼
と
こ
ろ　

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

▼
参
加
費　

１
０
０
円

▼
問
い
合
わ
せ
先

◇
境
港
市
精
神
障
が
い
者
家
族
会
ま

　

つ
ば
会
事
務
局
（
境
港
市
社
会
福

　

祉
協
議
会
）　

☎
45
‐
６
１
１
６

◇
健
康
づ
く
り
推
進
課　

地
域
保
健
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
４
３

工事名（業務名） 落札額（落札率） 落札者

芝町汚水枝線（その4）工事 94,490千円（91.0%） ㈲角建設

芝町汚水枝線（その2）工事 81,521千円（99.9%） ㈱西村

芝町汚水枝線（その3）工事 76,373千円（99.9%） ㈱西村

渡地区コミュニティ供用施設新築工事（機械） 10,175千円（97.9%） 足立燃料㈲

汚水桝新設（その2）工事 18,590千円（97.9%） ㈲大東工業

小学校（渡・外江・余子）トイレ改修工事（第Ⅱ期）（建築） 105,490千円（99.9%） ㈱大協組

清水町汚水枝線（その2）工事 111,100千円（92.0%） ㈱箕矢組

コードリールコードリール

折り畳みリヤカー折り畳みリヤカー

催催 

しし

市報さかいみなと　14
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境
港
こ
こ
か
ら
！

ニ
コ
ニ
コ
健
康
く
ら
ぶ

　

ご
自
身
の
姿
勢
に
つ
い
て
チ
ェ
ッ

ク
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
介
護
の
原
因

に
つ
な
が
り
や
す
い
転
倒
・
骨
折
を

予
防
す
る
た
め
に
も
、
姿
勢
は
大
切

で
す
。

　

当
日
は
姿
勢
分
析
ア
プ
リ
「
シ
セ

イ
カ
ル
テ
」
で
姿
勢
分
析
を
行
い
ま

す
。
ご
自
身
の
姿
勢
を
客
観
的
に
見

る
こ
と
が
で
き
る
よ
い
チ
ャ
ン
ス
で

す
。

▼
内　

容

　
「
シ
セ
イ
カ
ル
テ
」
に
よ
る
姿
勢

チ
ェ
ッ
ク
と
個
別
相
談

▼
と　

き

　

９
月
14
日
（
日
）

　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

▼
と
こ
ろ

　

丸
合　

境
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
店

▼
持
ち
物

　

こ
れ
ま
で
に
参
加
さ
れ
た
こ
と
が

あ
る
人
は
、
フ
ァ
イ
ル
（
ク
リ
ー
ム

色
）
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

健
康
づ
く
り
推
進
課　

健
診
推
進
室

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
４
１

次
世
代
に
つ
な
げ
る

健

康

講

演

会

　

い
つ
ま
で
も
健
や
か
で
充
実
し
た

生
活
を
送
る
た
め
に
、
自
身
の
体
と

向
き
合
う
こ
と
は
大
切
で
す
。

　

あ
な
た
と
、
あ
な
た
の
大
切
な
人

の
未
来
に
つ
な
が
る
カ
ラ
ダ
づ
く
り

に
つ
い
て
、
一
緒
に
考
え
る
機
会
に

し
ま
し
ょ
う
。
年
齢
に
と
も
な
う
体

の
変
化
や
悩
み
な
ど
、
性
と
健
康
に

関
す
る
相
談
会
や
協
賛
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
マ
ル
シ
ェ
も
開
催
し
ま
す
。

▼
と　

き　

９
月
23
日
（
火
・
祝
）

　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

　
（
受
付　

９
時
30
分
〜
）

▼
と
こ
ろ　

文
化
ホ
ー
ル

▼
講
演
・
講
師

◇「
子
宮
に
ま
つ
わ
る
こ
れ
っ
て
ホ
ン
ト
？
ウ
ソ
？
」

　

丸
田
佳
奈
さ
ん

　
（
産
婦
人
科
医
・
タ
レ
ン
ト
）

◇
「
も
う
我
慢
は
い
ら
な
い
で
す
〜
生
理

　

痛
は
妊
娠
準
備
で
は
あ
り
ま
せ
ん
〜
」

　

小
松
宏
彰
さ
ん

　
（
鳥
取
大
学
医
学
部
附
属
病
院

　

女
性
診
療
科
医
師
）

▼
予
約
方
法
（
講
演
会
は
要
予
約
）

　

電
話
ま
た
は
申
込
フ
ォ
ー
ム

▼
問
い
合
わ
せ
先

健
康
づ
く
り
推
進
課　

健
診
推
進
室

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
４
１

と
っ
と
り
防
災
フ
ェ
ス
タ
２
０
２
５

　

鳥
取
県
西
部
地
震
か
ら
25
年
の
今

年
は
、
ウ
イ
ン
ズ
米
子
に
防
災
フ
ェ

ス
タ
が
や
っ
て
き
ま
す
。「
も
し
も
」

の
と
き
に
あ
わ
て
ず
に
行
動
で
き
る

よ
う
に
、
防
災
に
つ
い
て
楽
し
く
学

び
、
災
害
へ
の
備
え
を
は
じ
め
ま

し
ょ
う
。

▼
内　

容

◇
倒
壊
家
屋
、
事
故
車
両
か
ら
の
救

　

助
訓
練

◇
は
た
ら
く
車
の
大
集
合

◇
見
て
、
体
験
し
て
、
楽
し
く
学
べ

　

る
「
ぼ
う
さ
い
ブ
ー
ス
」

◇
キ
ッ
チ
ン
カ
ー「
グ
ル
メ
ゾ
ー
ン
」

　

な
ど
、
楽
し
く
て
た
め
に
な
る
イ

　

ベ
ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

▼
と　

き

9
月
20
日
（
土
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▼
と
こ
ろ　

ウ
イ
ン
ズ
米
子

▼
そ
の
他

　

当
日
の
気
象
状
況
な
ど
に
よ
っ
て

は
、
イ
ベ
ン
ト
を
中
止
す
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

鳥
取
県
危
機
対
策
・
情
報
課　

　

危
機
管
理
・
訓
練
担
当

　
　

☎
０
８
５
７
‐
26
‐
７
８
７
８

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
＆
ヴ
ィ
オ
ラ

リ
ク
エ
ス
ト
コ
ン
サ
ー
ト

▼
と　

き

10
月
５
日
（
日
）

　

午
後
２
時　

開
演

　
（
午
後
１
時　

開
場
）

▼
と
こ
ろ　

文
化
ホ
ー
ル

▼
曲　

目

◇
前
半

　

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
と
ヴ
ィ
オ
ラ
の
た

　

め
の
協
奏
交
響
曲
変
ホ
長
調
Ｋ
．

　

３
６
４　

ほ
か

◇
後
半

　

リ
ク
エ
ス
ト
７
曲

※
リ
ク
エ
ス
ト
曲
は
来
場
者
の
投
票

　

に
よ
っ
て
決
定
し
ま
す
。

▼
出　

演

◇
湯
淺
い
づ
み
（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
）

◇
七
澤
達
哉
（
ヴ
ィ
オ
ラ
）

◇
高
木
伶　
（
ピ
ア
ノ
）

▼
料　

金

◇
大
人　

１
５
０
０
円

◇
小
中
高
生　

５
０
０
円

◇
未
就
学
児　

無
料

▼
チ
ケ
ッ
ト
取
扱

文
化
ホ
ー
ル
、市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

▼
そ
の
他

　

曲
目
一
覧
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

文
化
振
興
財
団　

　
　
　
　
　
　
　

☎
44
‐
１
０
０
０

米
子
鬼
太
郎
空
港

空
の
日
イ
ベ
ン
ト
２
０
２
５

　

毎
年
９
月
20
日
は
空
の
日
で
す
。

今
年
も
空
の
日
に
ち
な
ん
だ
楽
し
い

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と　

き

10
月
４
日
（
土
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
２
時

▼
と
こ
ろ

　

米
子
鬼
太
郎
空
港

※
当
日
は
駐
車
場
の
混
雑
が
予
想
さ

　

れ
る
た
め
、
Ｊ
Ｒ
・
バ
ス
な
ど
の

　

公
共
交
通
機
関
の
ご
利
用
を
お
願

　

い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
「
空
の
日
」・「
空
の
旬
間
」
実
行

委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
６
１
２
１

ペ
ン
タ
ッ
ク
ス
リ
コ
ー
フ
ァ
ミ
リ
ー

ク
ラ
ブ
第　

回
山
陰
支
部
写
真
展

▼
と　

き

　

９
月
25
日
（
木
）
〜
28
日
（
日
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

▼
と
こ
ろ

　

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

ペ
ン
タ
ッ
ク
ス
リ
コ
ー
フ
ァ
ミ

リ
ー
ク
ラ
ブ
山
陰
支
部　

北
野

　
　
　
　
　
　
　

☎
44
‐
８
７
８
７

申込フォーム

県ホーム
ページ

曲目一覧

空港ホーム
ページ
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Ｂ
ｅ
Ｓ
ｅ
Ｔ
ｏ
演
劇
祭
29

＋
鳥
の
演
劇
祭
18

日
本
・
中
国
・
韓
国
の
優
れ
た
舞
台

が
集
ま
る
「
Ｂ
ｅ
Ｓ
ｅ
Ｔ
ｏ
演
劇
祭
」

と
毎
年
恒
例
の
国
際
演
劇
祭
「
鳥
の
演

劇
祭
」
を
今
年
は
同
時
開
催
。
各
国
の

特
色
あ
る
舞
台
や
親
子
で
楽
し
め
る
作

品
が
多
数
上
演
。
米
子
市
公
会
堂
で
も

サ
テ
ラ
イ
ト
上
演
し
ま
す
。

▼
上
演
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

シ
ャ
イ
ニ
ン
グ
フ
レ
ン
ズ

▼
と　

き

　

９
月
20
日
（
土
）、
21
日
（
日
）

　

午
後
２
時
開
演

▼
と
こ
ろ　

米
子
市
公
会
堂

▼
出　

演　

柳
州
市
芸
術
劇
院
・
柳

州
市
演
芸
集
団
（
中
国
）

▼
料　

金

◇
大
人　

３
０
０
０
円

◇
学
生
割
引　

１
０
０
０
円

　
（
大
学
・
短
大
・
専
門
学
校
な
ど
）

◇
18
歳
未
満　

５
０
０
円

　
（
高
校
生
・
高
等
専
門
学
校
生
含
む
）

◇
未
就
学
児　

無
料

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

鳥
の
劇
場

　
　

☎
０
８
５
７
‐
84
‐
３
２
６
８

お

月

見

茶

会

　

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
幅
広
く
参

加
で
き
る
お
茶
会
で
す
。（
要
申
込
）

▼
と　

き

10
月
26
日
（
日
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
２
時

▼
と
こ
ろ　

し
お
さ
い
会
館

▼
参
加
料　

５
０
０
円

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

茶
道
裏
千
家
淡
交
会
境
港
支
部

　

学
校
茶
道
連
絡
協
議
会　

岡
空

☎
０
９
０
‐
４
８
９
５
‐
９
９
４
３

市
民
公
開
講
座

▼
テ
ー
マ　

肝
が
ん
撲
滅
運
動
〜
沈

黙
の
臓
器
か
ら
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
！
〜
知
っ

て
守
ろ
う
あ
な
た
の
肝
臓
〜

▼
演
題
・
講
師

◇「
肝
臓
を
知
る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う
」

　

永
原
天
和
さ
ん

（
鳥
取
大
学
医
学
部
附
属
病
院　

肝
臓
医
）

◇
「
い
た
わ
り
の
肝
臓
」

　

岡
野
淳
一
さ
ん

　
（
済
生
会
境
港
総
合
病
院
）

◇「
元
気
な
肝
臓
を
保
と
う
！
〜
食
事
の
工
夫
〜
」

田
中
哉
枝
さ
ん

（
米
子
医
療
セ
ン
タ
ー
栄
養
管
理
室
長
）

▼
と　

き

10
月
５
日
（
日
）

　

午
後
２
時
〜
午
後
４
時
30
分

▼
と
こ
ろ

　

鳥
取
大
学
医
学
部
附
属
病
院

　

記
念
講
堂
（
米
子
市
西
町
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

鳥
取
県
肝
疾
患
相
談
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　

☎
38
‐
６
５
２
５

家
族
介
護
と
仕
事
の

両
立
支
援
セ
ミ
ナ
ー

昨
今
の
介
護
休
業
法
改
正
に
伴
い
、

職
場
や
家
庭
に
お
け
る
適
切
な
対
応

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
改
正
の
要

点
を
整
理
し
、
安
心
し
て
働
き
な
が

ら
家
族
介
護
を
行
う
た
め
の
ノ
ウ
ハ

ウ
を
学
ぶ
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。（
要
申
込
）

▼
テ
ー
マ

　

ご
存
じ
で
す
か
？
「
介
護
休
業
法

改
正
の
ポ
イ
ン
ト
」

▼
主
な
内
容

◇
家
族
介
護
が
必
要
に
な
っ
た
時
に

　

利
用
で
き
る
制
度

◇
介
護
に
直
面
し
た
労
働
者
へ
の
対
応

▼
講　

師

　

紙
徳
皓
一
さ
ん

　
（
特
定
社
会
保
険
労
務
士
）

▼
と　

き　

９
月
24
日
（
水
）

　

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

▼
と
こ
ろ

　

米
子
市
立
図
書
館
２
階　

研
修
室

▼
定　

員　

50
人
（
先
着
順
）

▼
申
込
方
法　

申
込
フ
ォ
ー
ム
か
ら

▼
そ
の
他　

求
職
活
動
実
績
に
な
る

講
座
で
す
。証
明
書
が
必
要
な
人
は
、

申
込
時
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

鳥
取
県
中
小
企
業
労
働
相
談
所

　

み
な
く
る
米
子

　
　
　
　
　
　
　

☎
31
‐
８
７
８
５

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル　

境
港

　

犯
罪
防
止
や
非
行
の
な
い
明
る
い

社
会
を
目
指
し
、
啓
発
事
業
を
開
催

し
ま
す
。

▼
と　

き　

９
月
13
日
（
土
）

　

午
後
１
時
〜
４
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

文
化
ホ
ー
ル

▼
内　

容

【
第
１
部
】

◇
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
作
文
朗
読
、

　

カ
リ
ン
バ
演
奏
会

【
第
２
部
】

◇
講
演
会

・
演
題　
「
夢
は
叶
う
」

・
講
師　

伊
田
武
志
さ
ん

（
㈱
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
サ
ポ
ー
ト
代

表
取
締
役
・
神
戸
学
院
大
学
現
代
社

会
学
部
客
員
教
授
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

更
生
保
護
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

（
な
ぎ
さ
会
館
内　

平
日
午
前
10
時

〜
午
後
４
時
）

　
　
　
　
　
　
　

☎
44
―
４
４
０
３

高
齢
者
健
康
づ
く
り
推
進
大
会

　

高
齢
者
が
健
康
的
な
生
活
を
送
る

た
め
の
知
識
や
教
養
を
深
め
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
開
催
し
ま
す
。
ど
な

た
で
も
無
料
で
参
加
で
き
ま
す
。

▼
と　

き　

９
月
14
日
（
日
）

　

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

　
（
開
場　

午
後
１
時
）

▼
と
こ
ろ

　

鳥
取
市
民
会
館　

大
ホ
ー
ル

▼
内　

容

◇
講
演
会

・
演
題

「
多
く
の
ひ
と
た
ち
と
の
出
会
い

　

の
中
で
〜
ト
モ
子
流
健
康
法
〜
」

・
講
師

　

松
島　

ト
モ
子
さ
ん
（
女
優
）

▼
そ
の
他

　

開
催
日
当
日
、
会
場
で
の
参
加
が

難
し
い
人
向
け
に
、
字
幕
付
き
録
画

配
信
を
し
ま
す
。
ご
視
聴
に
は
事
前

に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
詳
し
く

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

鳥
取
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合　

総
務
課

　
　

☎
０
８
５
８
‐
32
‐
１
０
９
７

informationinformation

チケット販売

申込
フォーム

in
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informationinformation

鳥
取
県
原
子
力
防
災
訓
練

（
自
家
用
車
避
難
訓
練
）

　　
原
子
力
災
害
時
を
想
定
し
た
自
家
用

車
避
難
訓
練
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

▼
内　

容

　

自
家
用
車
で
境
港
市
か
ら
出
発
し
、

避
難
退
域
時
検
査
会
場
（
名
和
農
業

者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
）
を
経

由
し
て
倉
吉
市
内
の
避
難
所
（
農
業

大
学
校
）
ま
で
移
動
し
、
避
難
の
手

順
を
確
認
す
る
訓
練
で
す
。

▼
対　

象

　

市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
人
で
、

境
港
市
か
ら
出
発
で
き
る
人

▼
と　

き　

11
月
9
日
（
日
）

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
４
時

▼
募
集
台
数　

先
着
5
台
（
組
）

▼
申
込
方
法

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
参
加
申
込

票
」
に
必
要
事
項
を
記
載
し
Ｆ
Ａ
Ｘ

ま
た
は
メ
ー
ル

▼
申
込
期
限　

10
月
3
日
（
金
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
防
災
危
機
管
理
課　

防
災
危
機
管
理
室

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
７
１

　
　
　
　
　
　
　
　

46
‐
０
２
９
９

　

bousai@
city.sakaim

inato.lg.jp

市
営
住
宅
の
入
居
者

▼
入
居
資
格（
シ
ル
バ
ー
ハ
ウ
ジ
ン
グ
）

◇
基
準
内
の
収
入
で
あ
る
こ
と

◇
住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ
と

◇
連
帯
保
証
人
が
１
人
あ
る
こ
と

※
保
証
会
社
に
よ
る
保
証
で
も
入
居

　

を
認
め
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◇
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

◇
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と

◇
福
祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
支
援
を
け

　

つ
つ
も
、
日
常
動
作
（
食
事
や
入
浴

　

な
ど
）
可
能
な
程
度
の
健
康
状
態
で
、

　

60
歳
以
上
の
高
齢
単
身
者
世
帯
な
ど
、

　

一
定
の
世
帯
構
成
で
あ
る
こ
と
。

※
「
シ
ル
バ
ー
ハ
ウ
ジ
ン
グ
」
と
は
、

　

高
齢
者
・
障
が
い
者
向
け
の
設
備

　

を
備
え
た
住
宅
に
、
緊
急
通
報
シ

　

ス
テ
ム
の
設
備
と
生
活
援
助
員
の

　

サ
ー
ビ
ス
を
加
え
た
住
宅
で
、
家

　

賃
の
ほ
か
に
生
活
援
助
員
派
遣
費

　

用
が
必
要
で
す
。（
緊
急
通
報
シ

　

ス
テ
ム
接
続
の
た
め
、
固
定
電
話

　

を
設
置
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
）

※
入
居
者
は
選
考
に
よ
り
決
定
し
ま

　

す
が
、
状
況
に
よ
り
抽
選
で
決
定

　

す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

▼
敷　

金　

家
賃
の
３
カ
月
分

▼
募
集
期
間　

　

９
月
１
日（
月
）〜
９
月
８
日（
月
）

▼
入
居
抽
選
日　

９
月
11
日
（
木
）

▼
入
居
可
能
日　

10
月
１
日
（
水
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

建
築
営
繕
課　

公
営
住
宅
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
５
９

境
港
市
水
泳
ま
つ
り
出
場
者

▼
と　

き　

10
月
13
日
（
月
・
祝
）

　

午
前
９
時
〜
正
午

　
（
開
場　

午
前
８
時
30
分
）

▼
と
こ
ろ　

市
民
温
水
プ
ー
ル

▼
申
込
期
限　

９
月
16
日
（
火
）

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
境
港
ス
イ
ミ
ン
グ
ス

ク
ー
ル　
　
　
　

☎
44
‐
３
７
２
５

境
港
市
職
員
採
用
試
験

　
４
月
１
日
採
用
予
定
者
を
募
集
し
ま
す
。

▼
採
用
職
種　
機
械
技
師　

１
人
程
度

▼
第
１
次
試
験　

９
月
27
日
（
土
）

〜
10
月
12
日
（
日
）
の
間
に
全
国
の

テ
ス
ト
セ
ン
タ
ー
で
受
験

※
資
格
要
件
な
ど
の
詳
細
は
市
ホ
ー

　

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
期
限　

９
月
22
日
（
月
）

▼
問
い
合
わ
せ
先　
総
務
課　

職
員
係　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
０
９

さ
か
い
み
な
と
市
民
の
セ
ー
フ
テ
ィ
・

ド
ラ
イ
ブ
コ
ン
テ
ス
ト
参
加
者

▼
参
加
資
格　

市
内
在
住
ま
た
は
在

勤
で
、
普
通
免
許
以
上
を
取
得
し
、

そ
の
免
許
に
か
か
る
車
両
を
お
お
む

ね
毎
日
運
転
し
て
い
る
人

▼
実
施
期
間

　

10
月
1
日（
水
）〜
12
月
31
日（
水
）

▼
競
技
方
法　

１
チ
ー
ム
５
人
編
成

で
、
期
間
中
の
無
事
故
・
無
違
反
の

達
成
を
め
ざ
し
ま
す
。

▼
参
加
費　
１
チ
ー
ム　

３
３
５
０
円

　
（
運
転
記
録
証
明
書
申
請
手
数
料
）

▼
申
込
期
限　

９
月
30
日
（
火
）

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　
（
一
財
）
鳥
取
県
交
通
安
全
協
会

境
港
地
区
協
会　

☎
44
‐
４
８
６
４

全
日
本
学
生
選
抜
ゴ
ミ
拾
い

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル　

弓
ヶ
浜

　

当
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
い
た
だ
く
中

高
生
と
当
日
お
手
伝
い
い
た
だ
け
る

市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

▼
と　

き　

９
月
27
日
（
土
）

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時

▼
と
こ
ろ　

境
港
公
共
マ
リ
ー
ナ
〜

　

米
子
市
大
篠
津
町
砂
浜

▼
申
込
方
法　
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
（
一
社
）
Ｅ
Ｄ
Ａ　

池
淵
智
美

　
　
　
　
　

eda@
asurx8.com

ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
を
訪
問

す
る
県
民
交
流
事
業
参
加
者

　

歴
史
館
学
芸
員
継
承
講
話
、
歴
史

館
・
歴
史
回
廊
見
学
、
納
骨
堂
お
参

り
な
ど
を
通
し
て
、
ハ
ン
セ
ン
病
人

権
問
題
へ
の
理
解
を
深
め
ま
す
。

※
歩
き
や
す
い
服
装
・
靴
、
マ
ス
ク

　

着
用
は
療
養
所
の
指
示
に
従
っ
て

　

く
だ
さ
い
。

▼
と　

き　

10
月
18
日
（
土
）

　

午
前
８
時
15
分
〜
午
後
８
時
頃

　
（
出
発
地
は
、
米
子
市
）

▼
訪
問
先　

国
立
ハ
ン
セ
ン
病
療
養

所
「
長
島
愛
生
園
」

▼
募
集
人
数　

24
人
（
県
西
部
）

※
申
込
者
多
数
の
場
合
、
初
め
て
訪

　

問
す
る
人
を
優
先

▼
参
加
料　

無
料

　
（
昼
食
代
は
各
自
で
負
担
）

▼
申
込
方
法

　

郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電
子
申
請
の
い

ず
れ
か
（
申
込
書
は
県
健
康
政
策
課

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
、
市
人
権
政

策
室
で
配
布
）

▼
申
込
期
限　

９
月
26
日
（
金
）

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

鳥
取
県
福
祉
保
健
部　

　

健
康
医
療
局　

健
康
政
策
課

　
　

☎
０
８
５
７
‐
26
‐
７
７
６
９

　
　
　

０
８
５
７
‐
26
‐
８
７
２
６

Mail

募募  

集集
FAX

団地名 誠道団地
（誠道町225-1）

誠道団地
（誠道町225-1）

種　別 シルバーハウジング シルバーハウジング

建設年度 令和４年 令和5年

構　造 木造・平屋 木造・平屋

募集住戸 R4棟 7号（1階） R5棟 15号（1階）

間取り等 1DK6畳 2DK 6 畳、洋 6畳

家　賃 13,400円
～ 26,400円

18,500円
～ 36,400円

市民
ボランティア

中高生
参加者

Mail

FAX

in

電子申請

市ホーム
ページ

17　令和7年（2025年）９月



informationinformation

公園の利用についてのお願い

　　火の取り扱いとごみの片付けを徹底しましょう

　境台場公園において、バーベキューの際の火の不始末が原因と
みられる火災が７月下旬に発生しました。市の文化財に指定され
ている黒松に被害があったほか、一歩間違えば大規模な事故につ
ながる恐れもありました。
　以下の注意事項を守って安全安心な公園利用をお願いします。

◇消火用の水をあらかじめ用意し、緊急時に備えてください。
◇使用後の炭や薪は必ず完全に消火してください。
◇ツチクラゲ病（焚火の熱で誘発される土壌伝染病）の原因と
　なるため、桜や松など樹木周囲での火気使用はご遠慮ください。
◇ごみ、燃えかすは必ず各自でお持ち帰りください。
　（食べ残しや燃えかすなどの放置は、
　動物による被害や悪臭の原因になります）

市ホームページ

▼問い合わせ先　
　都市整備課　都市政策係　☎４７ー１０６５

　◇犬の散歩時はふんの始末を確実に行い、ふんやごみは
　　必ず持ち帰るようにしましょう。
　◇広場でのボール遊びも、他の利用者、特に乳幼児に当
　　たると大変危険ですので、時間帯や他の利用者への配
　　慮をしましょう。
　◇公園内の遊具やベンチなどの設備は、すべてみんなの
　　共有財産です。乱暴に扱ったり独占したりせず、次に
　　使う人のことを考えて、丁寧に使いましょう。

ルールを守って快適に過ごしましょう

　公園美化は、自治会、老人クラブ、グラウンドゴルフ
団体、中学生をはじめ多くの市民の皆さまに支えられて
います。（左ページもあわせてご覧ください）

納

税

相

談

　

災
害
、
病
気
な
ど
の
理
由
に
よ

り
、
や
む
を
得
ず
納
期
限
ま
で
に
市

税
を
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場

合
は
、
申
請
に
よ
り
差
押
え
や
財
産

の
換
価
（
売
却
）
が
猶
予
さ
れ
る
制

度
が
あ
り
ま
す
。

【
夜
間
の
納
税
相
談
（
要
予
約
）】

　

仕
事
な
ど
で
、
平
日
の
昼
間
に
市

税
の
納
付
や
相
談
に
来
ら
れ
な
い
と

き
は
、
相
談
日
の
前
日
（
休
日
を
除

く
）
ま
で
に
収
税
課
に
ご
予
約
の
う

え
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
と　

き

　

９
月
30
日
（
火
）、10
月
31
日
（
金
）

　

午
後
５
時
15
分
〜
８
時

※
予
約
者
の
相
談
が
終
わ
り
次
第
終

　

了
し
ま
す
。
ま
た
、
予
約
が
な
い

場
合
、納
税
相
談
は
開
設
し
ま
せ
ん
。

▼
と
こ
ろ　

収
税
課
窓
口

▼
取
り
扱
い
税
目

　

個
人
住
民
税
、
固
定
資
産
税
、
軽

　

自
動
車
税
、
国
民
健
康
保
険
税
、

　

法
人
市
民
税

※
納
税
通
知
書
な
ど
を
紛
失
し
、
納

　

め
る
金
額
が
わ
か
ら
な
い
と
き
は

あ
ら
か
じ
め
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

　

収
税
課　

収
納
係　

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
１
１
３

公
証
週
間
休
日
法
律
相
談

　

相
談
無
料
、秘
密
を
厳
守
し
ま
す
。

▼
相
談
内
容　

公
正
証
書
作
成
に
か

か
る
遺
言
、
任
意
後
見
、
離
婚
（
慰

謝
料
・
養
育
費
等
）
な
ど

▼
と　

き

◇
休
日
法
律
相
談　

10
月
４
日（
土
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

◇
平
日
の
相
談
時
間
の
延
長

10
月
１
日
（
水
）
〜
７
日
（
火
）

　

午
後
６
時
ま
で
相
談
時
間
を
延
長

▼
と
こ
ろ　

米
子
公
証
役
場

※
要
予
約

▼
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先　

米
子
公

証
役
場　
　
　
　

☎
32
‐
３
３
９
９

調
停
手
続
相
談（
無
料
）

交
通
事
故
・
金
銭
・
土
地
建
物
・
公

害
・
家
庭
の
問
題
で
お
困
り
の
人
は
、

調
停
委
員
が
調
停
手
続
の
利
用
に
つ
い

て
相
談
に
応
じ
ま
す
。
ま
た
、
調
停
制

度
セ
ミ
ナ
ー
も
同
時
開
催
し
ま
す
。

▼
と　

き　

９
月
28
日
（
日
）

【
調
停
制
度
セ
ミ
ナ
ー
】

　

午
前
10
時
30
分
〜
11
時

◇
講　

師　

足
立
珠
希
さ
ん
（
米
子

　

地
区
調
停
協
会
会
長
・
弁
護
士
）

【
個
別
調
停
相
談
】

　

午
前
11
時
〜
午
後
３
時
の
間

　
（
最
終
受
付　

午
後
２
時
30
分
）

▼
と
こ
ろ　

米
子
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー　

３
階　

第
２
会
議
室

▼
問
い
合
わ
せ
先
鳥
取
地
方
裁
判
所

　

米
子
支
部
庶
務
課

☎
22
‐
２
２
０
５

よ
な
ご
若
者
サ
ポ
ー
ト

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
出
張
相
談
会

▼
対　

象

お
お
む
ね
15
〜
49
歳
の

仕
事
を
探
し
て
い
る
人
や
そ
の
家
族

▼
と　

き　

９
月
12
日
（
金
）、
９

月
26
日
（
金
）、
10
月
10
日
（
金
）

　

午
前
11
時
〜
午
後
４
時（
要
予
約
）

▼
と
こ
ろ

市
役
所　

第
２
会
議
室

▼
問
い
合
わ
せ
先

よ
な
ご
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　
　
　
　
　
　
　

☎
21
‐
５
６
７
８

yonago-sapo@
roukyou.gr.jp

商
工
会
議
所　

相
談
会

【
経
営
相
談
会
】

▼
と　

き　

９
月
９
日
（
火
）

　

午
後
１
時
〜
４
時

【
事
業
承
継　

個
別
相
談
会
】

▼
と　

き　

９
月
18
日
（
木
）

　

午
後
１
時
〜
４
時

【
共
通
事
項
】
※
要
申
込

▼
と
こ
ろ　

境
港
商
工
会
議
所

　

２
階
相
談
室

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

境
港
商
工
会
議
所　

相
談
課

　
　
　
　
　
　
　

☎
44
‐
１
１
１
１

県
立
境
港
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

【
お
仕
事
相
談
会
in
浜
の
里
】

▼
と　

き　

９
月
８
日
（
月
）

　

午
後
１
時
〜
４
時

▼
と
こ
ろ
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー（
浜
の
里
）

▼
問
い
合
わ
せ
先　

県
立
境
港
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク　
　

☎
44
‐
３
３
９
５

相相 

談談

Mail

～まちの話題～
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　市内の中学校では、毎年2学期に生徒が事業所で職場体験をする「ワクワク境港」を行っています。境港市立第一中
学校では、生徒たちにとってより主体的な体験活動となるよう、今年は事業所と学校が協力して事前に職場体験の目標を
考えるワークショップを７月２９日（火）に行いました。ワークショップには、市内20の事業所から32人にご参加い
ただき、中学校教員とともに生徒に課す「ミッション」を考えました。

事業所の課題をミッションへ　～職場体験を考えるワークショップ～

楽しく使おう、みんなの憩いの場　～中学生による美化活動～

～まちの話題～～まちの話題～

　異なる事業所同士でグループになり、まずは自社の「課題」を考
えることからスタートし、「人材不足」「会社の認知度が低い」など
の課題が出されました。自社の課題を「ミッション」へと変換する
過程では、グループでアイデアを出し合い、互いにサポートし合う
姿も見られ、多くの大人が生徒のために奮闘していました。
　異業種交流にもなった今回のワークショップをきっかけに、職場
体験が中学生にとって学びの多い心に残るものとなること間違いな
し。生徒たちがどのように「ミッション」を遂行するのか、今から
楽しみです。

中高生のアイデアで課題解決へ　～みなとフィールドスタディ・キャンプ～

　宿泊施設を訪れたチームは、「知名度を上げる」という課題をも
らい、「宿の特色を施設の人が語る動画を配信してはどうか」とい
うアイデアを提案。また、人材不足に悩む福祉施設へは「小中学生
に魅力を発信し、高齢者との交流を通して仕事の良さを伝える」と
いう提案をするなど、中学生目線でしっかりと事業所の課題を捉え、
たくさんのアイデアを出していました。
　子どもたちと、その学びに伴走してくださる大人の交流から生ま
れたアイデアが、境港を元気にしてくれるといいですね。

　中高生が地域を探究するワークショップ「みなとフィールドスタディ・キャンプ」を、７月23日（水）・24日（木）
に開催しました。日程の関係で高校生の参加はなかったものの、市内三中学校から生徒9人が市民交流センターに集まり、
熱い2日間となりました。1日目は２～3人ごとのグループに分かれ、サポーターの大学生や社会人と一緒に市内の6
事業所を訪問。2日目は事業所から聞き取ったさまざまな課題に対する解決策を検討し提案する、という難しい活動にチ
ャレンジしました。

　最近、公園のマナーの悪化やゴミの放置が問題となっています。
そうした状況を受けて、境港市立第一中学校制作奉仕部では、地域
貢献活動の一環として、警察や地区の美化活動団体などと連携して
公園の美化活動に取り組みました。
　制作奉仕部の皆さんが制作した「公園美化」を呼びかけるポスタ
ーを、境中央公園に掲出するとともに、生徒のほか市民有志総勢約
８０人による公園美化活動を８月４日（月）に実施しました。ごみ
を拾ったり、遊具を磨いたりして、公園がきれいになり、とても気
持ちよく過ごせる場所になりました。
　公園は、地域の子どもから大人まで多くの人が利用する公共の場
所です。地域全体がもっと気持ちよく過ごせるように、一人ひとり
がマナーを守りましょう。
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子育て
ひろば

・内容についての詳細は、各施設に直接お問い合わせください。
・記事中に特に明記がない場合、会場は問い合わせ先と同じです。

きらきら・ひまわり情報
【おおきくなったね！】

▼内　容　９月生まれの誕生会、エプロンシアター、歌、
　　　　　絵本、身体計測、手形・足形など

▼対　象　乳幼児と保護者

▼と　き　９月１６日（火）　午前１０時３０分～

▼ところ　地域子育て支援センター「ひまわり」

【0歳さんあつまれ～！】※要申込

▼内　容　赤ちゃんと絵本を楽しみましょう♪
　　　　　月齢グループごとの交流、相談（離乳食、発達、
　　　　　しつけなど）身体計測、手形・足形など

▼対　象　満１歳までの子どもと保護者

▼と　き　９月３０日（火）　午前１０時３０分～

▼ところ　地域子育て支援センター「ひまわり」

【きらきらタイム】

▼と　き　毎週木曜日　午前１０時４５分～

▼ところ　こども支援センター「きらきら」

【ひまわりタイム】

▼と　き　９月９日（火）　午前１０時３０分～

▼ところ　地域子育て支援センター「ひまわり」

▼申込・問い合わせ先
　こども支援センター　「きらきら」　　☎４５－０１１６
　地域子育て支援センター「ひまわり」☎２１－８１０３

Himawari cafe（ひまわりかふぇ）
※要申込

　フォトブースや絵本コーナー、おもちゃを用意していま
す。ゆっくりとお飲み物を飲みながら、保護者同士おしゃ
べりをするなど、落ち着くひとときをお過ごしください。

▼対　象　０～１歳の未就園児親子

▼と　き　9月１１日（木）、９月２５日（木）
　　　　　午前１０時～１１時３０分

▼申込方法　申し込みはQRコードから

▼問い合わせ先
　境ひまわり保育園　☎３０－４８２３

聖心幼稚園 にこにこひろば
【にこちゃんクッキング～お団子パーティー～】

▼内　容　コーナー遊び、絵本の読み聞かせ、お団子作り、
　　　　　お団子パーティー

▼対　象　未就園児親子

▼と　き　９月１８日（木）　午前９時～正午
　　　　　（お団子作りは午前１０時頃開始）

▼持ち物　飲み物（お団子が食べられない小さいお子さん
　　　　　の場合は、代わりのおやつ）

▼定　員　１０組程度

【幼稚園説明会】※要申込

▼内　容　２歳児クラスで保育体験、幼稚園説明会

▼対　象　未就園児親子

▼と　き　９月２６日（金）・１０月３日（金）
　　　　　午前９時３０分～１１時

▼定　員　両日とも１０組（先着順）

▼問い合わせ先
　聖心幼稚園　☎４２－２０４０

【親子リトミック】

▼講　師　岡本理恵さん

▼対　象　２歳未満の未就園児親子

▼と　き　９月１１日（木）　午前１０時～１１時

▼ところ　外江こども園

▼定　員　５組

【ＯＰＥＮ　ＤＡＹ】
　園内見学やこども園についての質問、相談に応じます。

▼対　象　未就園児親子（保護者のみも可）

▼と　き　９月２４日（水）　午前９時４５分～１１時

▼ところ　育成こども園

▼問い合わせ先
育成こども園　☎４４－１９５８

すまいる　育成こども園・外江こども園

instagram公式LINE

子育て応援お仕事相談
　「扶養範囲内」「日祝休み」など子育てしながらご自
身にあった仕事選びをサポートします。

▼と　き　毎週月～土曜日（土曜日もオープン）
　　　　　午前８時３０分～午後５時１５分

▼ところ　県立境港ハローワーク　

▼問い合わせ先
　県立境港ハローワーク　☎４４－３３９５
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☆おはなし広場 絵本やお話を楽しみませんか。

▼問い合わせ先　生涯学習課　生涯学習係　☎４７－１０９１
内　容 と　き ところ

絵本とおはなしの部屋
（おはなしポケットの会）

毎月第１土曜日 14：00～ 15：00 市民図書館
毎月第３金曜日 10：45～ 11：20 地域子育て支援センター「ひまわり」

絵本と紙しばいを楽しむ会
（朗読なぎさ会）

毎月第２土曜日 14：00～ 15：00 市民図書館
毎月第１金曜日 10：45～ 11：20 地域子育て支援センター「ひまわり」

おしゃべりたんぽぽおはなし会
（おしゃべりたんぽぽ）

毎月第３土曜日 14：00～ 15：00 市民図書館
毎月第４金曜日 10：45～ 11：20 地域子育て支援センター「ひまわり」

親子で絵本を楽しむ会
（境港親と子どもの劇場） 毎週水曜日 10：45～ 11：20 地域子育て支援センター「ひまわり」

☆乳幼児健康診査・相談の日程
内　容 と　き 対　象 ところ・問い合わせ先

６カ月児
健康診査

  9月17日（水）

　12：30 から時間差で少人数
ずつ行います。
　詳しい時間については、別途
対象者へ郵送でお知らせします。

令和７年   ２月生まれの乳児
【ところ】
　保健相談センター
【問い合わせ先】
　健康づくり推進課
　地域保健係
　☎47－ 1042

10月28日（火） 令和７年   ３月生まれの乳児

１歳６カ月児
健康診査 10月29日（水） 令和６年３・４月生まれの幼児

３歳児
健康診査 10月23日（木） 令和４年   ７月生まれの幼児

子育て相談

毎日　8：30～ 17：15
※こども支援センター「きらきら」は、
　土・日曜日・祝祭日を除く
※地域子育て支援センター「ひまわり」は、
　木曜日を除く

乳幼児と保護者

「きらきら」
　☎45－ 0116
「ひまわり」
　☎21－ 8103

　※健康診査には、母子健康手帳を持参してください。
　※健康診査時の歯科相談希望者（対象：幼児）は、歯ブラシを持参してください。

こそだて相談ひろば
～妊産婦・乳幼児相談会、離乳食講習会～

▼対　象　妊産婦・乳幼児と保護者

▼ところ　保健相談センター　講堂

▼持ち物　母子健康手帳、歯ブラシ※歯科相談希望者のみ

▼申込方法　電話または右記 LINE アカウントにて、
　　　　　　お子さんのお名前、生年月日、
　　　　　　参加したい内容をお伝えください。

▼申込・問い合わせ先
　健康づくり推進課　地域保健係　☎４７－１０４２

【妊産婦・乳幼児相談会】

▼内　容　歯科相談、栄養相談、助産師・ 保健師に
　　　　　よる健康相談・育児相談、身体計測

▼と　き　１０月７日（火）午前９時３０分～正午
　　　　　※歯科相談は１１時まで
【離乳食講習会（講話、調理のデモ、試食）】

▼内　容　はじめてさんの離乳食
　　　　　（離乳食を始める前のお子さんの保護者向け）
　　　　　２回食、３回食のなるほど離乳食
　　　　　（離乳食を始めてから完了期のお子さんの保護者向け）

▼と　き　１０月７日（火）
　　　　　◇午前9時３０分～  ２回食、３回食のなるほど離乳食
　　　　　◇午前１０時３０分～  はじめてさんの離乳食

歯科検診・フッ素塗布
※要申込

▼対　象　実施日時点でおおむね1歳9カ月から
　　　　　2歳9カ月未満までの幼児

▼条　件　前回塗布から3カ月以上期間が空いていること。
▼と　き　9月９日（火）午後１時～２時３０分

▼ところ　保健相談センター
▼持ち物　歯ブラシ、コップ、タオル、母子健康手帳

▼募集人数　２０人　※初回の人優先

▼申込・問い合わせ先　
　健康づくり推進課　地域保健係　☎４７－１０４３

認定こども園　美哉幼稚園　びさい交流会
【わくわくクラブ】※要申込
　「幼稚園で遊ぼう！＆給食試食会」

▼と　き　１０月３日（金）　午前１０時３０分～お昼ごろ

▼参加費　１食につき３００円　 ▼定　員　１０組（先着順）

▼持ち物　フォーク・スプーン・はしなどの食具、飲み物

▼申込期限　９月１９日（金）
【園庭開放】

▼対　象　未就園児親子

▼と　き　平日の午前中

▼問い合わせ先　美哉幼稚園　☎４２－２８３９
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図 書 館 に 行 こ う ！

【一般書】
◇やなせたかし先生のしっぽ（越尾正子）
◇ババヤガの夜（王谷晶）
◇水木しげる少年戦記太平洋戦争１・２（水木しげる）
◇ゲーム実況【完全攻略】バイブル（だいふく）
◇島根方言集成（ワン・ライン）
◇宍道湖・中海のさかな物語（中村幹雄）
【児童書】
◇深い海の伝説をさがして（クロエ・サベージ）
◇ほら、トラがいる！（フィリップ・アーダ）
◇みんなのプレートテクトニクス（小田島庸浩）
◇バブルが村にやってきた！（森永卓郎）
◇はじめてのこども麻雀（ニューロン麻雀スクール）
◇たのしい算数のおはなし（山本良和）
☆貸出冊数・期間　　　１人10冊・２週間

市民図書館　☎４７－１０９９
　　　　　　　 sakai-tosho@infosakyu.ne.jp
◆開館時間　午前９時３０分～午後６時３０分
　【土・日・祝日は午後６時閉館】
◆休館日　毎月第２木曜日・月末

　図書館関連 催し物

新刊続々　～絶賛貸し出し中～

と　き 催事名 ところ 時　間 入場料・参加費

 － 古典講座「枕草子～清少納言と楽しく語ろう」
※９月20日（土）、10月４日（土）の開催はありません。 － － －

 ９月２７日（土） 図書館で英語多読 市民図書館 15:30～ 16:30 無　料
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今月の新規図書

　毎月第3木曜日の午後２時から４時30分までの間、
図書館入口前で専用機器を使った録音図書を聞く体験会を
鳥取県ライトハウスと共催で開いています。ここでは、「目
が見えない人・見えにくい人、活字を読むのが困難な人」
のために、ご本人やご家族からのご相談を伺っています。
　この体験会をきっかけに図書館で録音図書再生機の利
用を始めた人もおられます。活字を読むのに困っておら
れる人やご家族、関心のある人はぜひお越しください。
　また、録音図書再生機の利用だけではなく、タブレッ
トでのマルチメディアDAISY※についてもご案内し
ています。
　なお、この時間帯にお越しになれない場合は、カウン
ターにお声かけください。
※「Digital Accessible Information System」（ア
　クセシブルな情報システム）の略称

Mail

「聞く読書体験会」開催しています

お忘れなく！
 固定資産税（３期）　　　　　　　国民健康保険税（３期）
 後期高齢者医療保険料（３期）
　　　　　　　　　　　　　　　　の納期限は ９月３０日（火） です。
・便利な口座振替をご利用ください。
・納期限内に納付がない場合、納期限後２０日以内に督促状を発送します。
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）

　昨年に続き、今年も8月に実施した司書体験は小
学生に大人気でした。９月から10月にかけては、中
学生や高校生が職場体験で来てくれたり、図書館司書
資格取得を目指す大学生が教育実習に来てくれたりし
ます。また、10月からは小学校2年生が生活科の学
習として、図書館に学びに来ます。
　それぞれの活動の学びの目的は違いますが、図書館
が身近な存在となり、皆さんの居場所の一つになれば
と願います。

皆さんの学びの場として
年に続き続続
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－境港市の人口－
　　
　男　　：15,448人　  （±　0）
　女　　：16,673人     （△ 11）
　合　計：32,121人     （△ 11）
　世帯数：15,524世帯  （＋ 19）

　※令和7年７月末現在（）内は前月比
　※数値は外国人住民を含みます
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市 民 憲 章

～市の花・市の木～

きく くろまつ

相談内容 と　き ところ・問い合わせ先

人　権　相　談    ９月１１日（木）
１０月   ９日（木） 13：00～ 16：00

老人福祉センター（浜の里）
（問）鳥取地方法務局米子支局
　☎２２－６１６１

行　政　相　談    ９月１２日（金）
１０月１０日（金） 13：30～ 15：30

老人福祉センター（浜の里）
（問）鳥取行政監視
　　行政相談センター
☎０８５７－２４－５５４１

法　律　相　談
（司法書士による）

   ９月１０日（水）
１０月   ８日（水） 13：30～ 15：00

老人福祉センター（浜の里）
（問）社会福祉協議会
　☎４５－６１１６
※法律相談は予約が必
　要です（初回優先）

法　律　相　談
（弁護士による）

　９月１２日（金）
１０月１７日（金）
１０月２４日（金）

13：30～ 15：30

福　祉　相　談 随時相談受付  8：30～ 17：00

法　律　相　談
（相続、不動産、
多重債務など）

　９月１７日（水） 14：00～ 16：00

米子コンベンションセンター
（問）鳥取県司法書士会
☎０８５７－２４－７０２４
※要予約

多重債務・
法律相談会 　９月１８日（木） 13：30～ 15：00

米子コンベンションセンター
（問）市消費生活相談室
　☎４７－１１０６
※要予約

相続・遺言相談 　９月　９日（火）
１０月１４日（火） 10：30～ 12：30

老人福祉センター（浜の里）
（問）鳥取県行政書士会
☎０８５７－２４－２７４４
※要予約

家庭児童相談 月～金曜日  8：30～ 17：15 子育て支援課育児支援係　☎４７－１０７７

青少年相談 月～金曜日  8：30～ 17：00 青少年育成センター　☎５７－５６７７

こころの相談
カウンセリング    ９月   ８日（月） 13：00～ 15：00

健康づくり推進課
地域保健係
☎４７－１０４３※要予約

Ｄ　Ｖ　相　談

◇鳥取県西部総合事務所　地域福祉課　☎３１－９３０４
　受付時間：月～金曜日8：30～ 17：15※緊急の場合にも対応
◇夜間休日電話相談窓口　☎０８５８－２６－９８０７
受付時間：夜間（毎日17：15～ 8：30）、土日祝（8：30～ 17：15）

年金ダイヤル

ねんきんダイヤル（一般的な年金相談）
　☎０５７０－０５－１１６５
（月曜日8：30～ 19：00、 火～金曜日8：30～ 17：15、
  第２土曜日9：30～ 16：00）
予約受付専用電話（来訪相談のご予約）
　☎０５７０－０５－４８９０　（月～金曜日8：30～ 17：15）

（祝日は除く）くらしの相談日くらしの相談日

文化 施 設 催し 物 スケ ジュール文化 施 設 催し 物 スケ ジュール
と　き 催事名 ところ 時　間 問い合わせ先 入場料・参加費

９月10日（水）
～15日（月・祝）

黒ねこカンちゃんの宝探し展
（島田つき個展）

海とくらし
の史料館

9:30～ 17:00
（最終受付16：30）

海とくらしの史料館    
☎ 44－ 2000 イラスト展無料

９月18日（木）
アナログ・レコード鑑賞会
～八神純子（夢見る頃を過ぎても）、
　岡本正（帰ってこないんですか）～

文化ホール 14:00 ～ 16:00 境港市文化振興財団☎44－ 1000
無　料

（飲み物は有料）

９月20日（土） 境港おもちゃ病院 市民交流
センター 10:00 ～ 14:00 境港おもちゃ病院事務局

　　toyh.sakai@gmail.com 無　料

９月20日（土）
～10月 13日（月・祝）

第 29回「魚の絵コンテスト」
来館者審査投票

海とくらし
の史料館

9:30～ 17:00
（最終受付16：30）

海とくらしの史料館    
☎ 44－ 2000 観覧無料

９月27日（土） サロンコンサート「ピアノの会『クレス』コンサート」 文化ホール 14:00 ～ 15:30 境港市文化振興財団☎44－ 1000
無　料

（飲み物は有料）

Mail
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【代表】　☎０８５９－４４－２１１１
　　　　　０８５９－４４－３００１
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窓口キャッシュレス決済をご利用ください！
　住民票の写し、所得証明書など、各種証明書の交付手数料の
お支払いに、キャッシュレス決済が利用できます。

▼利用できる窓口　◇市民課　◇税務課　◇収税課

▼利用できるキャッシュレス決済の種類
◇クレジットカード（VISA、JCB　など）
◇電子マネー（iD、楽天Edy、WAON　など）
◇QRコード（楽天ペイ、ｄ払い　など）

9

FAX

防災行政無線が聞き取りにくいときは
　　　　テレフォンサービスをご利用ください！
☎０１２０－４４５－０４０（フリーダイヤル）

　　市役所へのお問い合わせ

佐
さ さ き

々木 葵
あげは

羽 ちゃん
（令和６年１１月２２日生）（蓮池町）
≪お子さんへのメッセージ≫ 

いつもニコニコ。
素敵な笑顔をいっぱい見せてね！

みなと まちこ の一口コメント
　４月１３日（日）から１０月１３日（月・祝）まで「大阪・
関西万博」が開催されています。それに合わせて、学校
給食では“世界の料理いただきます週間”と題し、開催
地大阪をはじめ、世界各国の料理を提供しました。
今回紹介するのは、その中の一つでイタリア料理の「ア
クアパッツァ」です。鳥取県産のさわらを使って、季節の
野菜とにんにくをきかせた料理です。給食ではトマトをカ
ットして使用しましたが、ミニトマトをそのまま使っても
ＯＫです。ご家庭にある野菜でぜひお試しください。

① 白ねぎは小口切り、アスパラガスは1ｃｍの斜め切り、
　 トマトはざく切り、にんにくはすりおろす。
② 切った野菜と★の調味料を混ぜ合わせる。
③ さわらの切り身に分量外の塩をふっておき、出てきた水
　 分をペーパーでふき取る。
④ オーブンを２３０℃に予熱しておく。
⑤ 紙またはアルミカップにさわらを入れ、その上に②を
　 のせたら、しばらくおいて、味をなじませる。
⑥ 温まったオーブンに入れ、２３０℃で１５分程度焼く。
※オーブンの温度や時間は、ご家庭のもので調節してください。

   42学校給食レシピ学学今月
の

境港市学校給食センター　☎21－2111

学校給食キャラクター
みなとまちこ

□作り方

□材料（４人分）
◇さわら切り身　　２００ｇ（１人５０ｇ：４切れ）
◇白ねぎ　　　　　　4０ｇ
◇アスパラガス　　　１５ｇ
◇にんにく　　　　　　１ｇ
◇トマト　　　　　　３５ｇ
★サラダ油　　　　小さじ１
★白ワイン　　　　小さじ１
★食塩　　　　　　一つまみ
★こしょう　　　　　　適宜
◇紙またはアルミカップ　４つ

さわらのアクアパッツァ

橘　杏
きょうか

佳 ちゃん（令和３年４月２６日生）

　　篤
あつき

生 ちゃん（令和５年２月６日生）
≪お子さんへのメッセージ≫ （渡町）
元気いっぱいで仲良しの2人です♪
これからの成長が楽しみです！

たちばな


